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安中市は群馬県西毛地域のほぼ中心に位置します。市の中央には、西から東へ碓氷川が流れ、

川に沿って緑豊かな田園風景が広がっています。また古くは東山道が通り、江戸時代には中山道、

そして現在は国道18号線と交通の要として栄えてまいりました。

今回の発掘調査は、安中市嶺字下原に会計検査院研修施設を建設する事業に伴うものです。

今回の調査では、古墳時代から平安時代までの人々が生活した住居の跡等が発見されました。

いずれの時代の住居社も、重複がなく確認できたためそれぞれの時代の住居の配置が明確に確認

できました。また古墳時代の住居杜から、口の部分に注ぎ口を付けたような形態の土器が発見さ

れました。

発掘調査は、このような遺跡の様子を後世の人々に伝えてゆくために、記録保存の措置を講じ

るものです。

こうした埋蔵文化財は、かけがえのない郷土の遺産であります。市民の皆様にも郷土の歴史を

学習していただけるよう、生きた教材として、社会教育、学校教育の場で広く活用を図り、文化

財愛護の精神を広く普及するよう努めてゆく所存であります。

終わりに、発掘調査に御協力していただいた地元の皆様や、調査に従事していただいた大勢の

方々にはこの場を借り厚く御礼を申し上げたいと存じます。

平成 3年 9月

安中市教育委員会

教育長佐藤三木岩



伊~ ~ 

1.本警は会計検査院が行う会計検査院研修施設建設事業に伴う嶺・下原遺跡(略称C-6)の

埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は平成 2年10月15日より 1月20日までの問実施した。遺物整理は発掘調査終了後平

成 3年 9月30日までの間断続的に実施した。

3.調査主体は安中市教育委員会であり、調査は社会教育課文化財係主事千田茂雄が担当した。

4.本書の編集は千田茂雄が行い、執筆は主に千田が行ったが、執筆分担は次のとおりである。

住居壮観察表の作成和田宏子

遺物観察表の作成

土層説明作成

VIII-1 

VIII-2 

氏家芳子、古立真理子、和田

神宮美香、氏家

古立、千田

和田、千田

5.遺構の写真撮影は千田が行ったが、航空写真は伺青高館に委託した。

6.遺構の実測は(葡青高館に委託し、ステレオ写真により行った。

7.基準点の国家座標への取付は、岡大成測量に委託した。

8.遺物の写真撮影は、小川忠博氏に委託して行った。

9.遺物の実測及び遺構・遺物のトレース、遺物の拓本は千回、氏家、大槻かおり、神宮、古立、

F口回が行こった。

10. 図版、写真図版の作成は主として氏家、古立が行った。

11.本調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

12.発掘調査組織

安中市教育委員会事務局

社会教育部長 上原満雄(平成 3年 4月退職)

渋谷栄

社会教育課長 中島茂也(平成 3年 4月転出)

多胡泰宏

文化財係長 森泉寿義雄(平成 3年 4月転出)

吉田洋(平成 3年 8月退職)

王 査 山中けい子

主 事 大工原豊



主 事 千田茂雄(担当)

主 事 小黒勝明

13.調査に当たり地元の方々に様々な面で御協力いただきました。厚くお礼申し上げます。

14.調査より報告書作成に至るまで、次の方に御指導、御助言いただきました。記して感謝の意

を表します。(敬称略)

大江正行池上悟神戸聖語坂口一

15.発掘調査及び遺物整理従事者は次の通りである。(敬称略)

阿久沢幹雄浅川たけ子池田大土井坂ふさ江稲塚しず江井上慎也(立正大学学生)

氏家芳子内田孝子浦野喜久代浦野美奈子漆原高司大槻かおり 大塚伊介岡田全志

岡田みどり 鬼形幸太郎金井京子金井武司木藤勇二郎小板橋静希小板橋秀吉小板

橋守小林かず子小林ケサオ斉藤説成坂西昭二佐藤琴子下マスエ 白石忠神宮幸

四 郎神 宮秀 岳神宮美香須賀すみ子鈴木八郎反町徹高杉正樹高橋とく子武井き

よ子武井通子田島一雄田中久子田村あや子富田哲雄富田弘枝中川京子中島幸

中島みよ子長岡政江萩原宰司原因せっ子伏田二郎古立真理子真下恭子松本てる

子 黛 幸 生 三 輪 矩子矢野久雄山田一夫山田和弘山木芳雄吉沢道子和田宏子



凡 伊j

し遺跡全体図の縮尺は 1/200である。

2.住居祉等遺構の縮尺は 1/80である。

3.遺物の縮尺は次のとおりである。

土器 1/4 鉄製品、紡錘車

4.土層説明中での記号、略称は次の通りである。

色調 <:より明るい方向を示す(例 1< 2 1より 2の方が明るい)

しまり、粘性 (Qj:あり、 0:ゃゃあり、ム:あまりない、 x なし

混入物 (Qj:大量、 0:多量、ム:少量、※:若干、 x なし、

RB:ロームブロック、 RP:ローム粒子、 WP:白色粒子

5.各住居実測図中に遺物出土状況を図示した。各住居のセクションラインを基準に16分割し、

各層位ごとにスクリント ンにより出土遺物数を示した。

6.住居社実測図の①は16分割のポイントを示す。

。
1-9 

10-29 

市串村30-59 

60-99 口
100-

上層 中層 下層 カマド
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調査に至る経過

平成 2年10月、群馬県西毛開発事務所より安中市教育委員会へ、会計検査院研修施設の造成中

に埋蔵文化財が見つかったとの連絡があった。該当地域は詳細分布調査の結果、埋蔵文化財が存

在する可能性が非常に低いことがわかっていた。そのため開発の事前協議時点で、万一埋蔵文化

財が発見されたときは速やかに市教育委員会へ連絡願いたい、との申し合わせをおこなっていた。

連絡を受けた後、至急市教委と西毛開発との間で、設計及び計画自体の変更をも含めて協議を行っ

た。しかしすでに事業は進行しており、設計変更も無理と言う事で、緊急に発掘調査を実施して、

記録保存の措置を講ずることになった。

11 調査の経過

発掘調査は平成 2年10月15日より開始され、平成 3年 1月20日までの問実施した。

初めに、遺跡の広がりを見るため、当該地域全域に20m間隔のトレンチを入れた。

結果全域に遺跡の広がりが有る事が確認された。そのため建物部分、切り土部分について調査

を行い、記録保存の措置を講ずる事とした。

調査はまず¥パックホーにより表土を掘削し、その後人力により、遺構確認を行った。確認さ

れた遺構は精査を行い、測量、写真撮影を行った。測量については遺構平面図、土層断面図、ま

た必要に応じ遺物の微細図の作成を行った。

遺物整理は、発掘調査終了後から平成 3年 9月30日までの問実施した。

作業は、遺物の水洗・注記→実測・拓本→トレース・写真撮影の順で行い、並行して遺構図面

の整理・素図作成、トレース、写真整理を行った。

川 調査の方法

遺跡の広がりを見るトレンチは、トラパース測量の基準杭TOOとT02を結んだラインを基準線

として、これに直行するように幅 2mのトレンチを20m毎に10本設定し、西から1， 2， 3・ーと呼

称するようにした。次に、各トレンチをパックホーでIII層(暗褐色土)上面まで掘削し、その後

人力で遺構、遺物の確認作業を実施した。

その結果、全域に遺跡の広がりが有る事が確認されたため、建物部分、切り土部分について本
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調査を実施した。グリッドは建物の中心測量線のラインを基線としてを設定した。 lグリッドは

4mX4mで北西隅を基点とし、北から南へA、B、c-..西から東へ 1、2、3…と呼称するよう

にした。また、グリッドをさらに四分した 2mX2mの細グリッドを設定し、北西、北東、南西、

南東の順にアルファベットの小文字で、a、b、c、dと呼称することにした。そして、座標値は

国家座標に取り付けた。国家座標値は、 N-2がX二 35871.208・y二 87888.600である。

本調査はまずパックホーによりトレンチ同様、 III層(暗褐色土)上面まで掘削し、その後人力

により遺構、遺物の確認作業を実施した。また確認された遺構は順次精査を行った。確認された

遺構は絹)青高館により気球による測量用ステレオ写真を撮影した。土層断面図、働組図は必要に

応じ作成した。また、遺物の取り上げは土壊、ピットについては遺構毎に行い、住居祉について

はセクションのラインを基準に16に分割し、各層位ごとに取り土げ、床面の遺物については必要

に応じ分布図を作成した。

この他遺構以外の部分については細グリッドで層位毎に取り上げた。また、必要に応じて、遺

構、遺物の写真撮影を行った。

IV 遺跡の地理的・歴史的環境

嶺・下原遺跡は、安中市嶺字下原地内に所在する。嶺地区は安中市の中央からやや酉寄りに位

置し、九十九川と八照川に挟まれた九十九川上位段丘上に位置する。また、九十九川と八関川と

の閏には小さな谷が入っていて、丘陵を二分している。嶺・下原遺跡はこの谷の北側、丘陵中央

から北東よりに位置する。周辺は緩い南東傾斜で、遺跡の広がりは、かなり広範囲におよぶ、もの

と推測される。

次に周辺の遺跡を見ると、同じ嶺地区で、八肥川の谷をはさんで南側、対面する形で榎木畑遺

跡がある (5)。この遺跡は、縄文時代(前期から中期)、奈良・平安時代の集落遺跡である。ま

た嶺・下原遺跡の東、八関川沿いの舌状台地先端部には杉名薬師遺跡がある(6 )。この遺跡は弥

生時代、古墳時代の集落遺跡で、弥生時代の住居は全てが大形の住居壮で、古墳時代の住居祉は

そのほとんどが火災住居という興味深い遺跡である。そして、この 2遺跡を結ぶラインの北側に

は古墳が数期点在している(7 )。

また、遺跡の存在する九十九川上位段丘下の九十九川沿岸には、平安時代これらの遺跡の生産

基盤となったと思われる水田祉が見出されている(1. 2)。

この他詳細分布調査により九十九川上位段丘上に、縄文時代から平安時代にかけての遺跡を数

カ所確認している。この丘上は、集落を形成する良い条件の場所であったと推測される。
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三反回遺跡
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嶺・下原遺跡と周辺遺跡の位置図
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第 1図







V 層 序

嶺・下原遺跡の基本層序は第4図のとおりである。指標テフラは浅間A軽石 (As-A:1783年降

下)、浅間B軽石 (As-B: 1108年降下)が確認される。浅間B軽石は全域に確認されたが、浅間

A軽石は耕作によりほとんど除去されており、調査区北東側に 1部確認される。

1 a層黒褐色土層 浅間A軽石を多量に混入する。現在の耕作土で、しまり、粘性共に

あまりない。

1 b層灰白色軽石層 浅間A軽石純層。部分的に確認できる。

IIa層黒色土層 粘性はややあるが、しまりはあまりない。 As-B軽石を多量に混入す

る。

IIb層灰褐色軽石層 浅間B軽石純層。全域で 5~15cm前後堆積している。

III層 黒色土層

IV層 暗褐色土層

As-B軽石はまったく混入しない。古墳時代から奈良・平安時代の遺

構の覆土の主体を成す層である。粘性はややあるが、しまりはあま

りない。

凹層より明るししまり、粘性共にある。この層の上面で遺構が確

認される。 。
V層 黄褐色粘質土層 この層からローム層となる。

粘性、しまり共にある。 l a層

1m 
N層

V層

第4図基本!冨序柱状図
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VI 遺跡の概要

嶺・下原遺跡は古墳時代後期、奈良・平安時代 8世紀前半から10世紀、の集落遺跡である。以

下、各時代ごとに概要を述べる。

古墳時代

この時期の遺構は、 6世紀前半に属する縦穴式住居壮が 1件、 7世紀後半に属する縦穴式住居

主止が 1件、合計 2件の縦穴式住居祉が検出されたのみである。調査対象地区全体に入れたトレン

チにも該当時期の遺構は検出されなかったため、集落の中心から離れた場所に営まれた住居と考

えられる。また、 6世紀前半の住居社からは、口唇部に注ぎ口状の加工を施された土師器警が検

出されている。

奈良・平安時代

この時期の遺構は、縦穴式住居牡26軒、掘立柱建物杜 8棟、また当時期に伴うと思われるピッ

トも多数検出された。これらの遺構の時期は 9世紀の後半を中心に、 8世紀前半から10世紀にか

けてのものである。

いず、れの時期も住居牡同士の重複関係がまったく無い。この時期によく見られる様な、遺構が

2重 3重に切り合っているという状況ではないため、 8世紀から10世紀まで断続的に集落は存在

したが、あまり規模の大きくない集落が存在していたものと考えられる。
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VII 遺構と遺物

住居杜 規模 (m) 王 軸

H-l号 3.2X4.6 N-91"-E 

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認、面から19cm。遺存状態が悪く、カマ

ドから住居北西部分にかけて立ち上りが確認できなかった。

カマドの南側には貯蔵穴が存在する。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられており、褐色土で構築されている。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド周辺から須恵器坪、皿、住居周辺音防〉ら土師器輩、貯

蔵穴から台イ寸聾が出土。石製の紡錘車も出土。

破片はカマド内及びその周辺から多量出土。床下からも多量の破片が検出され

た。

住居牡 規模 (m) 主 事由

H-2号 一X3.4 N-82.50-E 

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から 6cmo 遺存状態が悪く、住居

牡北部分は立ち上りが確認できなかった。

カマドの南側には貯蔵穴が存在する。

カマド構造 住居社東壁中央に設けられており、褐色土で構築されている。遣存状態は悪い。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド周辺を中心に土師器輩、須恵器高台付域が出土。

破片はカマド内、その前面に分布している。

住居牡 規模 (m) 王 軸

日-3号 3.2X4.0 N-840-E 

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から20cm。遺存状態は悪い。

カマドの南側には貯蔵穴が存在する。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられており、ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺存状態は悪い。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド周辺から須恵器坪、高台付塙が、住居牡南東、南西周

辺辺部から土師器聾が出土。

破片は貯蔵穴及びその周辺、住居西周辺部に分布している。床下からも少量の

破片が検出された。

第 1表嶺・下原遺跡、住居壮観察表(1)
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住居牡 規模 (m) 主 軸

H-4号 5.8X6.2 N-780-E  

住居構造 平面形は大型正方形であり、掘り込みは60Cill。

住居内に 4基の柱穴が確認され、これが主柱穴と思われる。

周壁下に周溝が廻っている。カマド南側には貯蔵穴が存在する。

カマド構造 住居壮東壁やや南寄りに設けられており、ローム混じりの褐色土で構築されて

いる。

遺物出土状況 復元可能な遺物は北部から南東部にかけて土師器坪、台付歪が、カマド内及び

覆土中から須恵器蓋が、カマド内また住居中央部からは土師器窒が出土。炭、

鉄製斧、万子、釘また多量の鉄津が出土。破片は覆土中からの出土が多く、南

東部に集中している。床下、カマドからも多量の破片が検出された。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H← 5号 4.4X5.8 N-680-E  

住居構造 平面形は長方形であり、掘り込みは46cillo

住居内に 4基の柱穴が確認され、これが主柱穴と思われる。

壁下には周溝が廻っている。

カマド構造 住居牡東壁南寄りに設けられており、袖部はローム混じりの褐色土で構築され

ている。

遺物出土状況 復元可能な遺物は、西周辺部から土師器郎、須恵器蓋が、南周辺部からは土師

器坪、鉢がカマド付近では土師器室、甑が出土。 ζの住居牡からは鉄製鎌、斧、

鍬の一部、刀子、釘等多量の鉄製品が出土。破片は覆土中及びカマドから多量

に検出された。

住居主l上 規模 (m) 主 事由

日-6号 一×ー

住居構造 遺存状態が非常に悪く、立ち上がりが確認できず、カマドの構築材に使用され

ていたと思われる石材の一部が検出されたのみである。

カマド構造 住居社東壁に設けられていたと思われ、構築材として石材を使用していたこと

が確認された。

遺物出土状況 カマド付近から須恵器坪、土師器警が出土。破片はあまり検出されなかった。

第 2表嶺・下原遺跡住居壮観察表(2)
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住居:f]上 規模 (m) 主 軸

H~7 号 3.8X2.8 N~800~E 

住居構造 平面形は横長方形であり、掘り込みは50cmo

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居I止東壁やや南寄りに設付られており、ローム混じりの褐色土で構築されて

いる。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド前面から須恵、器坪が、カマドから高台イ寸椀が出土。破

片はカマド内、北部覆土中に多く分布している。

カマド前面から中央部にかけて小石が集中している。

住居杜 規模 (m) 主 軸

H~8 号 3.8X4.6 N←830~E 

住居構造 平面形は横長方形であり、掘り込みは確認面から56cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居土l上東壁南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

袖部先端から石材が検出された。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマドから土師器杯、聾が、住居南側から土師器杯が出土。

また鉄製の釘、鉄津が出土。破片は覆土中に多く分布し、下層では中央部から

多量の破片が検出された。

住居牡 規模 (m) 王 事由

H~9 号 3.4X4.8 N一一730~E

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から36cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居社東壁やや南寄りに設けられ、褐色土で構築されている。

遺存状態が悪い。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド前面から住居南部にかけて須恵器坪、高台付椀が出土。

また万子、鉄津が出土。破片は覆土中北部に多く分布し、下層ではカマド周辺

から多量の破片が検出された。

第 3表嶺・下原遺跡住居壮観察表(3)
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住居牡 規模 (m) 王 軸

日 10号 3.1X2.7 N-820-E 

住居構造 平面形は横長方形であり、掘り込みは確認、面から44cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられ、ロ←ム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 復元可能な遺物は検出されなかった。破片もあまり出土しなかった。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H-ll号 3.8X3.8 N-740

-E  

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から44cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造

遺物出土状況 復元可能な遺物は土師器杯が出土。また鉄津が l点出土。少量の破片が覆土中

から検出された。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H-12号 3.8X4.0 N-91"-E  

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から32cm。

住居内に 7基の柱穴が確認された。

住居社南側から西側にかりての壁下には周溝が廻り、周溝に沿って数基の小さ

なピットが確認された。

カマド構造 住居社東壁中央に設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 復元可能な遺物は住居中央部、カマドから土師器聾が、住居南部から須恵器高

台付皿が出土。また万子、鉄淳が出土。破片は覆土中北部に多く分布し、少量

の破片が北東部下層から検出された。床下からも破片が検出された。
」 一一一 L一一一一

日一13号
トn)l士軸

3.4X4.4 I N-64
0

-E  

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から24cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居牡東壁やや南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 復元可能な遺物は住居社中央部、カマド、貯蔵穴周辺から土師器警が出土。ま

た万子、鉄淳が出土。破片はカマド前面から住居中央部にかけて多く分布して

いる。

第 4表嶺・下原遺跡住居杜観察表(4)
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住居右上 規模 (m) 主 軸

H~14号 3.6X5.6 N~890~E 

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から18ClTIo

柱穴は住居内外共に存在しない。

壁下には周溝が廻っている。周溝に沿って小さなピットが確認された。この住

居牡からは壁にいくつかの横穴が確認された。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられており、ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマドから須恵器蓋、住居周辺部から須恵器坪、土師器室が

出土。破片はカマド及びその周辺に多く分布している。

住居牡 規模 (m) 王 事由

H~15号 4.4X5.4 N~89.50~E 

住居構造 平面形は長方形であり、掘り込みは確認面から~~lTI:" ，~ ~ =-"ft~ rl-， >_  J ""~ I 
住居内に 4基の柱穴が確認され、これらが主柱穴と思われる o 西壁中央にも柱 l

穴が 1基確認された。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられており、ローム混じりの褐色土て構築されている。|

袖部及び天井部から石材が検出された。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド、貯蔵穴周辺から須恵器坪、蓋、土師器窒が出土。ま

た万子、鉄淳が出土。破片は貯蔵穴周辺を中心に検出された。床下からも多量|

の破片が出土。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H~16号 3.4X3.6 N~890~E 

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から16ClTIo

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマドの南側には貯蔵穴が存在する。

カマド構造 住居壮東壁南寄りに設けられており、ローム混じりの褐色土で構築されている
o I 

遺存状態が悪い。

遺物出土状況 復元可能な遺物が南周辺部から土師器警、坪が出土。破片は北部から西部にか|

けて多く分布し、カマド内、貯蔵穴からも少量の破片が検出された。

第 5表嶺・下原遺跡住居壮観察表(5)
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住居壮 規模 (m) 王 軸

H-17号 3.0X4.1 N-83"-E 

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から56cm。

柱穴は住居内外共に存在しないが、南東隅に貯蔵穴が確認された。

北、西、南側にかけての壁下には周溝が廻っている。

カマド構造 住居牡東壁南寄りに設けられ、袖部、煙道部は石材及びロ←ム混じりの褐色土

で構築されている。

物出土状況 復元可能な遺物は貯蔵穴から土師器警、周辺から高台付城、覆土中から須恵器

坪、高台付坊が出土。また万子が 1点出土。比較的多量の破片がカマド付近、

貯蔵穴床下から検出された。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H-18号 4.0X N-lOOO-E 

住居構造 平面形は西側が調査区外のため推測不可能である。

掘り込みは確認面から32cmo

柱穴は住居内外共に存在しない。壁下には周溝が廻っている。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

袖部から石材が検出された。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマド及び住居周辺部から須恵器坪、土師器警が出土。灰柏

陶器高台付皿もこの住居牡から出土。また万子等数点の鉄製品が出土。破片は

覆土中北部に多く分布し、下層では全体に分布している。カマド、床下からは

多量の破片が検出された。

住居土止 規模 (m) 王 軸

H-19号 4.6X一 N-980-E 

住居構造 平面形は西側が調査区外のため推測不可能で、ある。

掘り込みは確認面から44cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居牡東壁中央に設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

袖部から石材が検出された。

遺物出土状況 遺物の遺存状態が良く、遺棄された状態で検出された。

復元可能な遺物はカマド周辺を中心に須恵器杯、須恵器高台付皿、住居西側周

辺部から数個の完形の坪が出土。また鉄製の釘、万子が出土。破片は覆土中に

多く分布し、カマド及びその周辺から多量の破片が検出された。床下からも多

量の破片が検出された。

第 6表嶺・下原遺跡住居壮観察表(6)
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住居±止 規模 (m) 王 軸

H-20号 2.6X4.0 N-390-E  

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から22cmo

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居牡東壁やや北寄りに設けられ、褐色土で構築されている。

構築材に用いられたと思われる石材が検出された。

煙道部が住居外に長く延びる形態である。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマドから土師器杯、警が出土。カマドからの出土が多く、

多量の破片が検出された。

住居杜 規模 (m) 主 軸

H-21号 3.1X3.6 N-89
0

-E  

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から52cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居社東壁やや南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

構築材に用いられたと思われる石材が検出された。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマドから須恵器坪、土師器警が出土。少量の破片が北東部

覆土中から検出された。

住居杜 規模 (m) 主 軸

日-22号 3.3X3.0 N-880

-E  

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から28cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居:J:1I:東壁やや南よりに設けられ、ローム混じりの褐色土で構築されている。

煙道部が住居外に長く延びる形態である。

遺物出土状況 覆土中からの出土が多く、復元可能な遺物は須恵器坪、高台付皿、土師器聾が

出土。破片はカマド及び北部下層、覆土中から検出された。

第 7表嶺・下原遺跡住居壮観察表(7)
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住居牡 規模 (m) 王 軸

H-23号 2.9X2.9 N-90.50-E  

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から24cmo

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居社東壁やや南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土及び石材で構築され

ている。

遺物出土状況 復元可能な遺物は検出されず¥カマド及び住居北西、北東部から少量の破片が

検出された。

住居牡 規模 (m) 主 軸

H-24号 2.6X3.4 N-350-E  

住居構造 平面形は縦長方形であり、掘り込みは確認面から24cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造

遺物出土状況 復元可能な遺物は床下から須恵器坪、土師器輩、覆土中から須恵器坪、蓋が出

土。少量の破片が北東部下層、北部覆土中、床下から検出された。

住居壮 規模 (m) 主 事由

H-25号 3.4X3.2 N-6T-E 

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認、面から18cm。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居社東壁南寄りに設けられ、褐色土及び石材で構築されている。

煙道が屋外に長く延びる形態で、側壁に多量の石材を使用している。

遺物出土状況 カマド及び周辺からの出土が多く、復元可能な遺物は須恵器杯、土師器聾、小

型台付書、が出土。遺存状態が良く、遺棄された状態で検出された。多量の破

片がカマドから検出された。

第 8表嶺・下原遺跡住居壮観察表(8)
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住居土[上 規模 (m) 王 軸

H-26号 3.2Xー N-83S-E 

住居構造 平面形は綻長方形であり、掘り込みは確認面から14cillo

住居東部分は立ち上がりが確認できなかった。

カマド構造 住居J1土東壁南寄りに設けられ、ローム混じりの褐色土および石材で構築されて

しユる。

遺物出土状況 復元可能な遺物は床下から須恵器杯、カマドから土師器聾が出土。少量の破片

が北東から北部にかけての下層から検出された。

住居牡 規模 (m) 王 軸

H-27号 3.1X3.3 N-90.50-E  

住居構造 平面形はほぼ正方形であり、掘り込みは確認面から18cill。

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造 住居杜東壁南寄りに設けられ、褐色土及び石材で構築されている。

煙道部が住居外に長く延び、数多くの石材を使用し、 H-27号住居壮と同じ形

態、である。

遺物出土状況 復元可能な遺物はカマドから須恵器坪、土師器聾が、北東部下層から土師器坪

が出土。多量の破片がカマド及び住居北部から検出された。

住居壮 規模 (m) 主 軸

日 28号 3.0X N-890

-E  

住居構造 平面形は住居西部分が調査区外のため推測不可能である。

掘り込みは確認面から20Cillo

柱穴は住居内外共に存在しない。

カマド構造

遺物出土状況 復元可能な遺物は北東部覆土中から須恵器高台付城、土師器輩、土師器坪が出

土。破片は北部に分布し、特に北東部に集中している。

第 9表嶺・下原遺跡住居壮観察表(9)

- 54 



一市付

A一一 D
U
 

ー

lυ u 

203.7 m 

Aー

宍三~〆

国

E~ 併
む YP

E 履 物 F

ロ
れ
同

盟。 下層

þ~-- 1=--=--=( 

。
2 

20cm 

第42図 H-26号住居牡・出土遺物実演u図



::r; 

。
• 
4m 

tコ

Q
ー

ー

u 
-B 

B
 

u 

H -27号住居祉

203.2 m 

Aー

A-

三三二万ミ:_~
/，'~てと!\'~

い吋、で

，州じ翠正
‘ γ，.......末、

乾

\~~~1t~Z6?' 
内毎て，，~~:Ø子、 F y

u
H
U
h
u
v
 

一
一

一

一

実----=1-2

ト三lププ{ト二二三(
H-27号住居牡・出土遺物実測図

- 56-

第43図



ー?凸

ー

H -28号住居士止

日

付十h

斗トμ

A-

ー

ー

υ

4m 

-B  

(1'1'"晴科旬、、

ifJ斡
い吋!?知子

ミ〕ミヰメ

亡ιィミゴ
三 lミグi "持金負;

ノザ時制、 2

.7.， "、 H

f 
20cm 

H-28号住居社・出土遺物実測図

- 57 

弟44図
，ず」



三 J ヨ:ン2

ミiit=:J.

ー檀7，

三J_~

τ王J

三Gl

r-月 五三~-1---(ι

V1仁子戸三イ一一大

了三マCて I 
7需司~~

o 20cm 
II 16 

第45図 グリッド出土の遺物(1)

- 58 



〉引一一一「 ト I~-~

たよ一一〈

y二[く

。 20cm 

。
26 

59 -



規模 (m) 規 模 王 事由
T-l号

2間x3間 4.7mx6.6m N-75
0

-E  

柱穴は楕円形であり、掘込みはしっかりとした柱穴が多い。

柱聞はほぼ等間であり、北東部及び南東部の柱聞に小規模な柱穴が存在する。

規模 (m) 規 模 王 事由
T-2号

I間x2間 3.0mX3.9m N-25
0

← W 

柱穴はほぼ円形か楕円形で小規模であるが掘込みはしっかりとしている。

柱聞はほぼ等間である。

規模 (m) 規 模 王 軸
T-3号

2間x3間 5.6mx6.7m N-700-E  

柱穴は不正円形か楕円形で掘込みはしっかりとした柱穴が多い。

柱聞はほぼ等間である。

規模 (m) 規 模 王 軸
T-4号

1間x2間 2.8mX3.3m N-190-W  

柱穴はほぼ円形で掘込みはしっかりとしている。

柱聞はほぼ等間であり、南部の柱間に 1基の柱穴が存在する。

規模 (m) 規 模 王 軸
T-5号

I間x2間 3.6mX4.3m N-720-E  

柱穴はほぼ円形か楕円形で掘込みはしっかりとしている柱穴が多い。

柱聞はほぼ等間である。

規模 (m) 規 模 王 宅自
T-6号

2問X3間 5.0mx6.6m N-640-E  

柱穴は不正円形か楕円形で、掘込みはしっかりとしている。

柱聞はほぼ等聞である。

規模 (m) 規 模 王 軸
T-7号

2間X3間 4.4mX6.4m N-73S-W 

柱穴は円形あるいは不正円形で、掘込みはしっかりとしている。

柱聞はほぼ等聞である。

規模 (m) 規 模 王 軸
T-8号

1問X2間 5.0mX6.2m N-840- W  

南部に I間X1聞の張り出しをもち、柱穴はほぼ円形か楕円形で、掘込みはしっ

かりとしている柱穴が多い。

柱聞はほぼ等間である。

第10表掘立柱建物壮観察表 - 60 
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 I去 日ム口 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

日 11王 須恵器 器局 3.9 内外商共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰白色 5/6 内外面にスス

No.1 杯 口径 13.2 底部回転糸切り 含む 付着

底径 7.0

H-1住 須恵器 器局 4.5 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少 灰白色 1/3 内外面にスス

No. 2 杯 口径:(12.5) 底部回転糸切り 量含む 付着

底径 5.3

H-1住 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰白色 1/3 

NO.3 皿 口f圭:(13.4) 底部回転糸切り後付き高台 合む

底径:( 7.5) 

H-l{主 須恵器 器品 8.4 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少 灰白色 1/4 酸化焔焼成

NO.4 高台付腕 口f歪:(16.8) 底部磨滅 量含む

底径:( 7.7) 

H-1住 土師器 器局:(17.4) 外面ー口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 3/5 内外面共にス

No. 5 小型台付斐 口径o' 11.0 横方向へラケズリ胴中 量含む ス付着

下部不定方向へラケズ 底部ナシ

リ

内面ー口縁部横ナデ、胴部へ

ラナテ

日 1住 土師器 器両 ( 9.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 』こ，h;e' 口縁部1/3 口縁部に指圧

No. 6 護 口f歪ー (21.6) 横方向へラケズリ 合む 掻 痕有り

内面:口縁部横ナデ、胴土部 外面一部にス

横方向へラケズリ ス付着

H-1住 土師器 器局:( 5 0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 灰白色 口縁部のー

NO.7 王室 口径 (19.3) 横方向へラケズリ む 吉$

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-1住 土師器 器局ー(5 0) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 にぶい 口縁部~

NO.8 小型整 口径， : (13.4) 横方向へラケズリ 含む +霊 胴上部1/4

内面 口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-1住 土師器 器品:( 6 6) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 にぶい 口縁部~

No. 9 斐 口径:(23.3) 横ナデ 合む 澄 胴上部1/4

内面 口縁部横ナデ、胴上部

横ナデ

H-1住 紡錘車 上底部径3.9 暗緑灰 完形

NO.10 下底部径4.7

厚 l.3 

子Li'圭 0.9

重量 52.0

H-1住 不 明 現存長:5.5 鉄製

NoJ1 重量 20.9

H-2住 須恵器 器両 4.7 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む 灰白色 2/3 内面一部にス

No.1 高台付腕 口f圭 13.1 底部静止糸切り後付高台 ス付着

底径 7.5

H-2 f主 須恵器 器両 5.6 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を合 淡権色 1/2 土師質?

NO.2 高台付椀 口f圭:(12.4) 底部磨滅後付高台 む

底径 6.6

第11表嶺・下原遺跡遺物観察表(1)
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遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 法 目台 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-2住 土師器 器国1・(105) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 淡掻色 口縁部4/5

No. 3 婆 口径 18.3 横方向へラケズリ中部 量含む 胴部

縦方向へラケズリ

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

日一 2住 土師器 器高ー (12.5) 外面ー口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 淡笹色 口縁部ヲ/10

No. 4 斐 口f圭・ 20.8 定方向へラケズリ 含む 胴一部

内面 口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H -3{主 須恵、器 器品 3.3 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少 にぶい 1/3 内外面にスス

NO.1 杯 口径ー(13.7) 底部回転糸切り 量含むが微 燈 付着

底径ー(8 0) 密

日-3住 須恵器 器局 4.3 内外面共に回転横ナデ 徽密 に~'" 1/2 

No. 2 杯 口径:(13 2) 底部静止糸切り 燈

底径 6.5

H-3住 須恵器 器局 5.7 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 に~しユ 1/2 土師質

No. 3 高台付域 口f圭:(14 3) 底部静止糸切り後付高台 合む 1登
底径 7.5

日3{主 須恵器 器局 4.8 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少 灰白色 1/3 酸化焔焼成気

Nュ4 高台付域 口径:(13.6) 底部回転糸切り後付高台 量含む 味

底径 6.9

H-3住 須恵器 器局 5.7 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰白色 2/3 

Nu 5 高台付焼 口f圭 14.3 底部回転糸切り後付高台 合む

底径 7.0

H-3住 須恵器 器局ー (11.8) 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む にぶい 2/3 土師質

No.6 宝?!f 口径 7.8 底部回転糸切り 燈

H-3住 土師器 器高:( 9 0) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 灰白色 口縁部~ 内面一部にス

N口7 斐 口径ー (21.0) 磨滅が著しい む 胴上部1/3 ス付着

内面横ナデ

H-3{王 土師器 器局:( 5 3) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No. 8 窒 口径 (17.3) 不定方向へラケズリ 量含む 胴上部1/5

内面.口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

H-3{王 土師器 器局:( 5.7) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 に~し〉 口縁部~

NO.9 斐 口径 19.7 横方向へラケズリ 含む 控 胴上部4/5

内面.横ナデ

H-4{主 土師器 器局 3.2 外面 口縁部横ナデ、体底部 細砂粒を含 赤褐色 4/5 カマド

NO.1 杯 口f圭 12.4 へラケズリ む

内面横ナデ

H-4住 土師器 器局ー(2.4) 外面ー口縁部横ナデ、体底部 細砂粒を少 褐色 2/5 外面一部にス

N日2 杯 口径 (14.1) へラケズリ 量含む ス付着

内面ー横ナデ

H-4{主 土師器 器高:( 3.5) 外面.口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 偉 1/4 

N口3 杯 口径:(14 0) ヘラケズリ 合む

内面ー横ナデ、射状紋を施す

H-4{主 土師器 器高 3.8 外面.口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 』こ~" 1/5 

NO.4 巧Z 口f圭:(15.0) ヘラケスリ 合む 燈

内面横ナデ、放射状紋を施

す

第12表嶺・下原遺跡遺物観察表(2)

68 -



遺構名称
遺物番号 器種 法量(cm) 調整技法 胎土色調残存 備考

H-4{主土師器器両 4.1 外面:口縁部横ナデ、体部横砂粒を含むにぶい

No 5 杯 口径 16.0 へラケズリ 燈

底部不定方向へラケズ

リ

内面ー磨滅が著しい

I.H-__-4住土師器器品:( 3.9) 外面:口縁部横ナデ、体底部砂粒を少量にぶい山 外面体底部に

NO.6 杯 口径・ 13.8 へラケズリ 含む 燈 スス付着

内面:横ナデ

日 4住土師器器品:( 2 7)外面口縁部横ナデ、底部不細砂粒を合赤褐色口縁部~

NO.7 杯 口径:(14 2) 定方向へラケズリ む 体底部の一

内面横ナデ 部

H-4住土師器器両 ( 3 2) 外面:口縁部横ナデ、体底部細砂粒を少赤褐色 1/4 外面一部にス|

NO.8 坪 口径・(13.8) へラケズリ 量含む ス付着 | 
内面'横ナデ 指圧痕有り|

H-4住土師器器局 (3 6) 外面口縁部横ナテ、体底部砂粒を少量赤褐色 1/3 磨滅が著しい|

NO.9 杯 口径ー(13.6) へラケズリ 含む

内面横ナデ

H-4住須恵器器 局 3.2 内外面共に回転横ナデ 紋密 灰色 2/3 外面自然灰紬

No.lO 杯 口径 12.9 付着歪有り

底径 9.0 

H-4住須恵器器 局 4.1 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少灰白色 1/4

No.l1 杯 口径:(12.8) 底部手持ちへラギリ 量含む

底径 7.0

H-4住須恵器器両・ 4.0 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む灰白色 1/2 内外面一部に

No.12 杯 口径ー (13.8) 底部回転糸切り スス付着

!丘径 6.6 

H-4住須恵器器局 3.4 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を含灰色 1/2 

No.l3 杯 口径 12.7 底部回転へラギリ む?

底径 8.0

H-4住須恵器器高 3.6 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量灰色 9/10 

NoJ4 杯 口径 12.8 底部回転へラギリ 含む

底径 8.1

日 4住須恵器器高 3.7 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む灰色 1/2 外面に自然灰

No.l5 杯 口径:(12.7) 紬

底径:( 5.9) 

H-~ 4住須 恵 器 器 高・ 3.5 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量灰色 2/3 

No.16 杯 口径 13.8 底部回転横へラギリ 含む

底径 8.5

H-4{主須恵器器高 7.1 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を含灰色 4/5 内面部にス

NoJ7 高台付坊口径 17.1 底部回転へラギリ後付高台 む ス付着

底径ー 11.2

H-4住須恵器器高 6.1 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少灰色 1/4 外面に自然灰

No.l8 高台付域口径 :(13.7)底部回転へラギリ後付高台 量含む 粕

底径:( 8.0) 

H-4住須恵器器高 5.4 内外面共に回転横ナデ

No.l9 高台付域 口径 14.8 底部回転へラギリ後高台付

底径・ 6.7 

H-~住須恵器器高: ( 9.5) 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量灰色 胴上部~

No.20 壷 口径:つ 底部回転へラギリ後付高台 含む 底部1/2

底径:(12.8) 
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遺構名称

遺物番号
器種 法量(cm) 調 整 技 法 目白 土 色調 残 存 備 長J 

H-4住 須恵器 器局: l.6 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 暗灰色 ほほ完形

No21 蓋 口径 13.0 含む

撮径 4.5

H-4住 須恵器 器局・ 2.1 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰白色 1/5 

No22 蓋 口径:(14.3) 含む

撮径: 3.6 

H-4住 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰色 1/2 内面赤化

No23 蓋 口径 20.5 含む

撮径 6.2

H-4住 須恵器 器局 3.7 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を含 灰白色 1/3 内外面に自然

No24 蓋 口径:(18.6) む 灰紬

撮径 5.5

H-4{主 須恵器 器局 2.9 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む 灰色 1/4 

No.25 蓋 口径:(16.0) 

撮径:( 6.4) 

H-4{主 土師器 器局:(16.4) 外面 口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~ カマド

No26 球胴!iI! 口径:(14 4) 定方向へラケズリ 胴部1/3

内面 口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-4住 土師器 器局:( 6 5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~ カマド

No27 球腕斐 口径;: (19.3) 斜方向へラケズリ 胴上部1/3
内面・横ナデ 」

日4{主 土師器 器局:( 9 5) 外面.口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.28 長胴斐 口径:(30.0) 方向へラケズリ 胴上部1/12

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-4住 土師器 器国b: (14 4) 外面:口縁部横ナデ、胸部縦 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No29 長胴斐 口径:(28.3) 方向へラケズリ 胴上部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-4{主 土師器 器高ー(8.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 褐色 口縁部~ 磨i威が者しい

No30 斐 口f圭:(22 5) 定方向へラケズリ 合む 胴上部1/8 内面口縁部の

内面:口縁部横ナデ、胸部へ 一部にスス付

ラナデ 着

H-4{主 土師器 器角:( 4.2) 外面:不定方向へラケズリ 細砂粒を含 赤褐色 台部のみ1/ 台部のみ

No31 台付主主 底径:(10 7) 内面:横ナデ む 2 

H-4住 土師器 器局:( 8.2) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 褐色 口縁部~ 内外面共に口

No.32 甑 口径・ (24.6) 斜方向へラケズリ 含む 胴上部1/8 縁部スス付着

内面:口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-4住 土師器 器両 8.5 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No33 婆 口径~. 2l. 3 横方向へラケズリ む 胴上部1/2

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-4住 土師器 器高ー (267) 外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 褐色 1/4 外面にスス付

No.34 甑 口径ー (32.5) 定方向へラケズリ 着

内面ー口縁部横ナデ、胴部横 カマド

方向へラケスリ
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|遺構名称
l造物番号

器種 法室(cm) 調 整 技 法 日台 土 色調 残 存 備 考|

H-4{主 土師器 器局:(10.6) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 細砂粒を含 褐色 口縁部~ カマド

No.35 斐 口径 (217) 定方向へラケスリ む 胴上部1/2

内面ー口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H--4{主 土師器 器品 ( 6.7) 外商 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 口縁部~胴

N江36 王星 口径.: (26.6) 横方向へラケズリ 量:含む 上部1/4

内面ー口縁部横ナデ、胴上部

横方向へラケズリ

H-4{主 土師器 器高:( 4.6) 外面:口縁部横ナデ、胴部へ 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No.37 主主 口径:(24 6) ラケズリ 量含む 胴部の一部

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-4{主 鉄 斧 現存長:8.0 鉄製

No.38 刃幅 9.7

重量:192.0 

H-4住 万 子 現存長・ 6.5 鉄製

No.39 刃幅 2.1 

重量 37.55 

H-4住 釘 現存長:7.5 鉄製

No.40 重量 25.0

H-4住 万 子 現存長:14.2 鉄製

No.41 刃幅 5.3

重量・ 16.0

H-4住 不 明 重量 2.7

No.42 

H-4住 生I 現存長 2.5 鉄製

NQ43 重量ー l.85 

H-4{主 紡錘車 上底部径 3.5 滑石

No.44 下底部径:3.0

厚 1.3 

孔径 0.7

重量 13.75

H-4{主 鉄 淳 重量 29.1

ぬ45

H-4住 鉄 浮 重量 59.4

No.46 

H-4{主 欽 淳 重量 63.0

No.47 

日 4住鉄 浮重量・ 288.0

No.48 

日-4住 鉄 浮 重量 50.3 

NO.49 

H -4{:主 鉄 j宰 重量 38.5

No.sO 

日4{主 鉄 浮 重量 15.55

No.51 

H-4{主 鉄 i宰 重量 48.5

No.52 

H-H王 鉄 淳 重量 2l.6 

No.53 
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 日台 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-4住 鉄 浮 重量 50.45

NO.54 

H-4住 鉄 淳 重量 12.9 

No55 

H-4{主 鉄 津 重量 21.9 

Nu56 

H-4住 鉄 浮 重量ー 16.3

Nu57 

H-4{王 鉄 浮 重量 11.2

Nu.58 

H-4 イ主 鉄 浮 重量 11.0

No.59 

H-4住 鉄 浮 重量 10.5

NO.60 

H-4住 鉄 津 重量 7.7 

NO.61 

H-4住 鉄 浮 重量 5.0

NO.62 

H-4住 欽 浮 重量 3.8 

Nu.63 

H-4{主 鉄 i宰 重量 3.0

No.64 

H-4住 鉄 浮 重量 0.6

Nu65 

H-5住 土師器 器局 3.9 外面:口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 赤褐色 9/10 

No.1 珂= 口径 12.8 ヘラケズリ ス付着

内面:放射状暗文を施す

H-5住 土師器 器局 4.3 外面.口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 9/10 

Nu 2 均二 口?圭ー 12.6 ヘラケズリ 合む

内面・格子状暗文を施し、底

部螺糸状暗文を施す

H-5住 土師器 器高 6.1 外面口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 4/5 内外面一部に

NO.3 巧= 口径 16.2 へラケズリ 合む スス付着

内面.格子状暗文を施し、底

部螺線状暗文を施す

H-5{主 土師器 器局・ 4.1 外面ー口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 褐色 7/8 

No.4 均ミ 口径 12.5 へラケズリ

内面ー放射状暗文を施し、底

部に螺線状暗文を施す

H-5{主 土師器 器高 3.8 外面ー口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 4/5 

Nu 5 杯 口径 14.5 へラケズリ 含む

内面:横ナデ

H-5住 土師器 器高 2.6 外面:口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 1/3 外面に指圧痕

NO.6 均二 口径:: (12.6) へラケズリ 合む 有り

内面ー口縁部横ナデ、底部へ

ラケズリ

H-5住 土師器 器高・(2.9) 外面 口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 1/4 磨滅が著しい

No 7 巧て 口f圭:(14.2) へラケズリ 合む

内 面 横 ナ デ
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-51主 須恵器 器局 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 に~，) 1/2 土師質

NQ 8 河く 口径 (15.2) 回転へラギリ 含む 澄

底径 (10.8) 

H-5住 須恵器 器局 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/2 

NO.9 杯 口径・ 13.2 回転へラギリ

底径 8.6

日一 5住 須恵器 器局 4.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む t量 ヲ/10 土師質

No.lO 巧Z 口f王 14.3 回転へラギリ 外面一部にス

底径 9.0 ス付着

H-5住 須恵、器 器両 3.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/2 

Noll 杯 口f壬 12.4 へラギリ

底径 8.0

H-5住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/4 

No.l2 杯 口径:(13.5) 回転へラギリ 合む

底径:( 9.2) 

H-5住 須恵器 器両 4.5 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰白色 1/3 外面一部にス

Nュ13 高台付椀 口f圭:(13.5) 回転糸切り後付高台 む ス付着

底径 6.8

日 5住 須恵器 器両 2.5 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む 灰白色 1/3 外面に施紬

No14 蓋 口径 (15.7) 

t最径 3.4

H-51王 土師器 器局 ( 6.0) 外面:口縁部横ナデ 細砂粒を含 赤褐色 ロ縁部~

No.l5 護 口径 (25.6) 内面 口縁部横ナデ む 頚部1/6

H-51主 土師器 器高 (11. 0) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 褐色 口縁部~ 内面黒色処理

No.l6 鉢 口f至 (308) 定方向へラケズリ 胴上部1/8

内面:横ナデ

H-5住 土師器 器両 (10.5) 外面・口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No.l7 霊童 口径 (20.7) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/8

内面:横ナデ

H-5住 土師器 器局:( 6.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 口縁部~ 内面一部にス

No.l8 警 口径~ : (20.4) 不定方向へラケズリ 量含む 胴上部1/12 ス付着

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-5住 土師器 器高:(19.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を少量 褐色 口縁部~ カマド

No.l9 甑 口径 (30.2) 方向へラケズリ 含む 胴部1/15

内面:口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-5住 土師器 器両:( 8.6) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.20 球胴斐 口径 15.8 斜方向へラケズリ 胴上部1/2

内面:口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

日 5住 鉄 斧 残存長・12.1

Nu21 刃幅 4.4

重量 320.0 

H-5住 鎌 残存長:16.5 鉄製

No.22 刃幅 3.2 

重量・ 57.0

H-5住 刀 子 現存長:3.6 

No.23 刃幅 1.2 

重量 17.2
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遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 j去 月古 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-5住 鍬 現存長:3.5 鉄製

Nα24 刃幅 2.6

重量 24.1 

日 5住 釘 現存長:10.1 鉄製

No.25 重量 11.9 

H-5住 主I 現存長・ 6.9 鉄製

No26 重量 11.1 

H-51主 主I 現存長ー 7.6 鉄製

No27 重量 5.23 

H-51主 刀 子 現存長:3.5 

No.28 刃幅 1.1 

重量 3.3

H-5住 万 子 現存長:8.5 

No.29 刃幅: 1.2 

重量・ 19.5

H-5住 万 子 現存長:8.1 

No.30 刃幅・ 0.9 

重量 54.3

H-51主 釘 現存長 6.9 鉄製

No.31 重量:108.0 

H-51主 万 子 現存長:5.5 

No.32 刃幅 0.9

重量・ 47.5

H-5住 鉄 淳 重量 74.85

No33 

H-6住 須恵器 器局 4.0 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰色 1/3 

No 1 均二 口径ー (12.8) 回転糸切り む

底径:( 6.8) 

H-6{主 土師器 器高:( 9 0) 外面.口縁部横ナデ、胴部へ 砂粒を含む 灰褐色 口縁部~

No.2 斐 口径:(18.3) ラケズリ 胴上部1/8

内面 口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H -6{:主 土師器 器両:( 9.0) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 』こ~" 口縁部~

No.3 E喜 口径， : (25.8) 上方向へラナデ む 燈 胴上部のー

内面.横ナデ 音E

H-6住 須 恵、器 器局ー(12.8) 外面ー胴部縦方向スジ文様 細砂粒を含 灰白色 胴の一部分 カマド

No.4 3J3J 釜 内面.横ナデ む

H-7{:王 須恵器 器局・ 4.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/4 土師質

No.I 杯 日f圭:(14.0) 磨滅

底径:( 7 0) 

H -7{:主 須恵器 器局 4.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 完形 粗雑

No. 2 杯 口f壬 12.3 回転糸切り

底径 6.2

H-7住 須恵器 器角 5.0 底部磨滅 砂粒を少量 灰白色 1/3 内面にスス付

N日3 高 台付域 口f圭:(14.2) 合む 着カマド

底径:( 6.0) 

H-7住 須恵器 器高 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 在l'T市立を含む 樟 1/3 内面黒色加工

No. 4 均二 口径~ : (13 1) 回転糸切り を2包す
底径:( 6.1) 土師質

第18表嶺・下原遺跡遺物観察表(8)
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備

遺物番号

H-7{主 土師器 器高 7.8 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 灰白色 口縁部~

No.5 霊童 口径:(18.1) 上方向へラケズリ 胴上部の

内面横ナデ 剖日

H-7住 万 子 現存長:7.6 

Nu 6 刃幅 2.2

重量 15.8

H-7住 量I 現存長:3.9 鉄製

No. 7 重量 5.4

日 8{主 土師器 器両:( 3.5) 外面:口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 赤褐色 1/3 

No.1 珂二 口径:(10.0) へラケズリ

内面横ナデ

H-8{王 土師器 器局:( 3.0) 外面 口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 褐色 1/3 カマド

No 2 何く 口径:(10.7) 磨滅

内面横ナデ

H-8{:主 須恵器 器局・ 2.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 完形

No.3 均二 口径 7.7 手持へラギリ

H-8住 土師器 器高 ( 2.8) 外面:口縁部横ナデ、体底部 細砂粒を少 赤褐色 1/5 

N口4 珂て 口f圭 (11.2) へラケズリ 量含む

内面横ナデ

H-8{主 土師器 器高・ 2.9 外面 白縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 赤褐色 1/2 

No. 5 杯 口径:(10.6) ヘラケズリ

内面.横ナデ

H-8住 土師器 器高 5.6 外面 白縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 灰褐色 1/4 

No..6 珂= 口径:(13.8) へラケズリ

内面.横ナデ

日 8{主 須恵器 器両・ 4.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/2 内外面一部に

No.7 高台付域 口径:(14.0) 回転糸切り後付高台 スス付着

底径 ( 7 6) 

H-8{主 須恵器 器局:( 3.5) 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰白色 1/4 

No.8 i司F 口径~ : (12 0) 磨滅 量含む

H-8{主 土師器 器高:( 6.3) 外国 口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~ 外面にスス付

No 9 小型~ 口径:(14.4) 縦方向へラケズリ 胴上部1/4 着

内面.口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-8{主 土師器 器局:( 6.3) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 赤褐色 日縁部1/2 カマド

No.lO 小型饗 口径:(14.2) 定方向へラケズリ 合む 胴上部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラケズリ

H-8住 土師器 器高・ 36.8 外面・口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を多量 赤褐色 1/3 外面一部にス

No..l1 長胴整 口径:(21.8) 定方向へラケズリ 含む ス付着

内面 口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-8住 土師器 器両:(20.0) 外商:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 褐色 口縁部~ 外面一部にス

No.l2 球胴斐 口f室:(21.5) 定方向へラケズリ 胴部1/8 ス付着

内面:口縁部横ナデ、胸部へ カマド

ラナデ

H-8{主 土師器 器高:( 6.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を少量 赤褐色 口縁部3/4 カマド

No.l3 主霊 口径 24.7 方向へラケズリ 含む 胴部1/15

内面・口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ
」一一
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遺構名称
器種 法量 (cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備

考|
遺物番号

H-8i王 土師器 器高 (16.3) 外面ー口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~ カマド

NoJ4 長 胴喜重 口f圭(190) 不定方向へラケズリ 目阿部1/8

内面 口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ

H-8住 土師器 器高 ( 9 0) 外面 白縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 灰褐色 口縁部~

NoJ5 斐 口f至 (20.5) 縦方向へラケズリ 日同昔日1/4

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-8 t主 土師器 器局:(28 4) 外面ー口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を多量 赤褐色 1/5 外面一部にス

NoJ6 長胴婆 口f宝:(20.8) 方向へラケズリ 含む ス付着

内面:口縁部横ナデ、胴部へ カマド

ラケズリ

H-8住 土師器 器局 5.9 外面:口縁部横ナデ、勝]部へ 砂粒を含む 灰褐色 口縁部~

NoJ7 婆 口径 19.2 ラケズリ 胴上部1/8

内面:横ナデ

H-8住 主I 現存長:1.7 

NoJ8 重量 0.5

H-8住 鉄 浮 重量 32.1

NoJ9 

H-9{主 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰白色 2/3 外面一部にス

Nu 1 杯 口?至ー(126) 回転糸切り 含む ス付着

底径 5.0 

H-9{主 須恵器 器局 3.2 内外国共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 完形 歪有り

No.2 杯 口f圭 13.2 回転糸切り

底径 7.2 

H-9住 須恵器 器高 4.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰白色 1/2 内外面にスス

No.3 珂= 口径 13.4 回転糸切り 合む 付着

底径 6.8 

H-9住 須恵器 器高 5.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 黒色 1/2 焼むら

No.4 巧Z 口f圭(14.7) 回転糸切り 含む

底径 6.8 

H-9{主 須恵器 器高・ 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む にぶい 1/3 土師質

No.5 均て 口径， : (12.2) 回転糸切り 鐙

底径 ( 7.0) 

H-9住 須恵器 器局 5.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/3 外面一部にス

Nu 6 高台付士見 口f圭(14.4) 回転糸切り後付高台 ス付着

底径 6.5

H-9住 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/5 内外面共に焼

No.7 杯 口径・ (148) 回転糸切り むら

底径 ( 7 6) 

H-9住 須恵器 器両 5.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰褐色 1/3 土師質

No.8 高台付椀 口径:(13.2) 回転糸切り後付高台

底径 ( 6 6) 

H-91主 須恵器 器両・ 5.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 黒色 4/5 焼むら

No.9 高台付椀 口径 14.6 回転糸切り後付高台 含む

底径 6.2 

H-9{主 須恵器 器高ー(4.5) 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 にぶい 1/5 土師質

NoJO 小型壷 口径ー つ 回転糸切り後未調整 含む 樟

底径 7.4
」一
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遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H -9 i主 土師器 器高:( 5.0) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 灰褐色 口縁部~

No.ll EE 口径ー(174) 縦方向へラケズリ む 胴上部1/10

内面:横ナデ

H-9住 須恵器 器高 12.8 内外面共に横ナデ 砂粒を含む 灰褐色 1/4 

No.l2 土宣 口f圭・ (16.6)

底径 11.5 

H--9住 土師器 器高 ( 7.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部へ 砂粒を含む 灰褐色 口縁部~

No.l3 主主 口径~: (18.4) ラケズリ 胴上部1/8

内面.横ナデ

H-9住 土師器 器高:( 8.0) 外国 口縁部横ナデ、胴部上 細砂粒を含 にぶい 口縁部~胴

No14 斐 口径ー (13.2) 方向へラケズリ む 1登 部の一部分

内 面 横 ナ デ

Hーヲ住 土師器 器高 (17.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を少量 灰褐色 口縁部~

No.l5 主主 口{圭:(18.6) 方向へラケズリ 含む 胴下部1/2

内面:横ナデ

H-9住 土師器 器高:( 4.7) 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~

No16 j.j'J 釜 口径 (25 9) 羽部分1/8

H--9住 刀 子 現存長:8.2 

NoJ7 刃幅 0.9 

重量 8.9 

H-9住 刀 子 現存長:4.2 

No18 刃幅: 1.1 

重量 5.7

H-9住 不 明 重量 23.6

No.l9 

H-ll住 土師器 器高:( 4.8) 外面 口縁部横ナデ、体部横 砂粒を少量 檀 1/4 磨滅が著しい

No.1 杯 口f圭 16.6 方向へラケズリ底部不 含む

定方向へラケズリ

内面:磨滅が著しい

H-11住 土師器 器高 3.4 外面:口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 赤褐色 1/3 磨滅が著しい

No. 2 巧; 口径 14.4 へラケズリ 含む

内面:横ナデ

日一111主 鉄 津 重量 6.6 

No.3 

H-12住 土師器 器高 3.3 外面:口縁部横ナデ、体底部 細砂粒を含 赤褐色 2/3 内外面一部に

No 1 巧= 口t壬 12.0 磨滅 む スス付着

底径 8.0 内面:横ナデ カマド

H-12住 須恵器 器高 4.3 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰色 2/3 焼むら

No.2 珂= 口径 (13.4) 回転糸切り む

底径 6.6

H-12住 須恵器 器高 6.0 内外国共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰白色 2/5 

No.3 高台付坊 口f圭 (14.2) 回転糸切り後付高台 む

底径 7.9 

日 12住 須 恵、器 器高 3.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 黄灰色 1/5 

No.4 巧て 口径 (12 2) 回転糸切り

底径 ( 6.3) 

日 12住 須恵器 器高ー(18) 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰色 1/3 

No. 5 高 台付皿 口径 (12.2) 回転糸切り後付高台 む

第21表嶺・下原遺跡遺物観察表(11)
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 日台 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-12{主 須恵器 器高 2.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/3 

No.6 高台付皿 口径， : (12.6) 回転糸切り後付高台 含む

底径・(6 4) 

H-12住 土師器 器高:(10.0) 外面ー口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 赤褐色 口縁部~

No. 7 警 口径・ 28.0 横方向へラケズリ 含む 胴上部1/2

内面.横ナデ

H-12住 土師器 器高:( 7.3) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~ 内面一部にス

No.8 E喜 口径:(24 1) 不定方向へラケズリ 胴上部ν6 ス付着

内面:口縁部横ナデ、目岡部へ

ラナデ

H-12i主 土師器 器局:( 6.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 灰褐色 口縁部~ 内 外 面 部 に

No. 9 警 口径:(17 4) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/5 ススイ寸着

内面:横ナデ

H-12住 土師器 器両 9.0 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No.10 斐 口径:(15.4) 横方向へラケズリ む 胴上部1/5

内面.横ナデ

H-12住 土師器 器局:( 7.0) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No.ll 護 口径 (20.8) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/2

内面.口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-12i主 鉄 淳 重量 41.2

No.J2 

H-12イ主 鉄 i宰 重量 40.3

No.13 

H-12住 釘 現存長・ 3.5 鉄製

No.14 重量・ 4.2 

H-13住 土師器 器局:( 6.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No.1 斐 口f室・ 19.1 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/2

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-13住 土師器 器高:( 9.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.2 球胴婆 口径:(19.7) 斜方向へラケズリ 胴上部1/8

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-13{主 土師器 器局:( 8.2) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~ カマド

No.3 斐 口f圭ー (18.2) 横方向へラケズリ む 胴上部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-13住 鉄 浮 重量 31.9 

No..4 

H-13住 鉄 浮 重量 25.3

No. 5 

H-13{:主 鉄 1倖 重量1.0

No.6 

日一13住 万 子 現存長 4.7 

No. 7 刃幅 0.9

重量 10.1

H-14住 須恵器 器高 3.6 内外面共に回転横ナテ、底部 細砂粒を含 灰色 1/3 底部外縁に削

No.1 杯 口f圭:(14.2) 手持ちへラギリ後へラナデ む り出し高台を

底径:( 9.2) イ寸す
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l遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 目白 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-14住 須恵器 器高 0.8 内外面共に回転横ナデ 細砂粒を少 灰色 つまみ部欠 カマド

No. 2 蓋 口径 10.5 量含む 損他全部

H-14住 土師器 器高 ( 6 5) 外面:[コ縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~ カマド

No.3 ~ 口径 22.1 横方向へラケズリ 胴上部1/2

内面:口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

H-14住 土師器 器品ー (13.0) 外国ー口縁部横ナデ、体部廃 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

Nu 4 茅~ 口径:(23.8) 滅が著しい む 胴上部1/5

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-14{王 土師器 器両:(16 5) 外面:I蒼滅が著しい 細砂粒を含 燈 口縁部~

No.5 斐 口{lc・(22.7) 内面.口縁部横ナデ、胴部へ む 胴上部1/4

ラナデ

日 15{王 須恵器 器品 3.2 内外面共に回転横ナデ、底面 砂粒を少量 青灰色 1/3 

No 1 珂く 口径ー (12.3) 回転糸切り 合む

底径:( 7.3) 

日 15{主 須恵器 器高 3.3 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 9/10 外面にスス付

Nu 2 均二 口f圭 12.5 回転糸切り 着

底径 7.6 

H-15住 須恵器 器高 3.2 内外国共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 2/3 

No.3 珂= 口径:: (12.1) 回転糸切り

底径 7.8

H-15住 須恵器 器高・ 4.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む にぶい 1/2 土師質

No. 4 珂く 口f壬:(12.7) 回転糸切り 樟

底径 6.7

H-15住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 4/5 歪有り

No.5 均二 口径 12.4 回転糸切り 合む

底径ー 7.4 

日 15住 須恵器 器局 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 2/5 内外面一部に

No.6 杯 口径:(13 7) 回転糸切り スス付着

底径:( 7.7) 

H-15住 須恵器 器局 4.6 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 2/3 

Nu 7 高 台付域 口径 12.7 回転糸切り後付高台 含む

底径 7.8

H-15住 須恵器 器局 3.6 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 カマド

No.8 珂= 口径ー (12.8) 手持ちへラ切り 含む

底径:( 7.8) 

H-15住 須恵器 器局 4.4 内外面共に回転横ナデ 砂粒を含む 灰白色 1/2 

No 9 蓋 口f圭:(16.4) 

撮径 3.8

H-15住 土師器 器品 ( 5.5) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

NuJO 斐 口径:(18.3) ヘラケズリ む 胴上部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-15住 土師器 器高:( 8.4) 外面・口縁部横ナデ、胴部不 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No.ll ~ 口f圭(194) 定方向へラケズリ む 胴上部1/2

内面.口縁部横ナデ、胴部横

方向へラケズリ
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遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 法 目台 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H~15住 土師器 器両:( 9.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 日縁部は完

No.l2 斐 口径 19.6 不定方向へラケズリ む 形胴上部2/

内面.口縁部横ナデ、胴部へ 3 

ラナデ

H~15住 土師器 器局:( 7.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 櫨 口縁部~

No.l3 斐 口f圭:(22.0) 横方向へラケズリ 胴上部1/8

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

日 15住 鉄 浮 重量 80.3 

No.l4 

H~15住 鉄 i宰 重量:240.0 

No.l5 

H~15住鉄 淳 重量:160.0 

No.l6 

H~15{主 刀 子 現存長:5.9 

No.l7 刃幅 0.8

重量 4.9 

H~16住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰色 1/4 外面黒色

No.1 杯 口?圭ー (14.2) 底部回転糸切り 合む

H~16住 土師器 器局・(5 3) 外面:口縁部横ナテ¥胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No. 2 婆 口f圭:(21. 4) 不定方向へラケズリ む 胴上部1/8

内面・口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H~17住 須恵器 器局 3.6 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/3 

NO.1 杯 口径~ : (13.2) 回転糸切り 合む

H~17住 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 2/3 外面にスス付

NO.2 杯 口径:(13 2) 回転糸切り 合む 着

底径 6.7

H~17住 須恵器 器両 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 

NO.3 坪 口f圭ー 13.8 回転糸切り 含む

底径 7.0

H~17住 須恵器 器局 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 

NO.4 珂= 口f圭 13.8 回転糸切り 合む

底径 7.4

H~17住 須恵器 器局 3.6 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を多量 灰色 4/5 

N口5 均t 口f圭 13.8 回転糸切り 合む

底径 6.8

H~17住 須恵、器 器局・ 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 2/3 外面にスス付

NO.6 巧く 口径 14.7 回転糸切り 着

底径 8.6

H~17住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ、底部 暗灰色 1/4 

NO.7 杯 口f至:(12 3) 回転糸切り

底径:( 8.2) 

H~17住 須恵器 器局 4.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰黄色 1/5 内外面一部に

NO.8 杯 口径:(14.5) 回転糸切り 合む 焼むら有り

底径 7.5 土師質

H~17住 須恵器 器局 4.3 内外面共に回転横ナデ、底部 灰色 1/5 

NO.9 杯 口径:(14.4) 回転糸切り

底径ー(9.2) 
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 j去 日台 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-17住 須恵器 器両 3.9 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/5 

No10 杯 口径 15.4 回転糸切り 合む

底径 ( 9 2) 

H←l7{:主 須恵器 器情J 4.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰黄色 1/4 

No.ll 均二 口径:: (13 8) 回転糸切り

底径:( 8.4) 

H-17住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰白色 1/3 

No.l2 珂= 口径:(13 2) 回転糸切り 量含む

底径:( 6.8) 

H-17住 須恵器 器両 4.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰黄色 1/4 内外面に焼む

No.l3 珂= 口f圭・ (14.0) 回転糸切り 含む ら有り

底径:( 7 0) 土師質

H-17住 須恵器 器局 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰色 1/5 

No14 巧て 口径:(14.6) 回転糸切り 量合む

底径:( 9.3) 

H-17{主 須恵器 器商 5.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 

No.l5 高台付椀 ロf圭 14.2 回転糸切り後付高台 含む

底径 8.6

H-17{主 須恵器 器局 6.3 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰白色 完形 内外面にスス

No.l6 高台付坑 口径 15.6 回転糸切り後付高台 含む 付着

底径 7.7

H-171主 須恵器 器局 5.3 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 3/4 内面自然灰紬

No17 高台付椀 口径;. 14.9 回転糸切り後付高台

底径 6.9

H-17住須恵器器 高 5.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 2/5 

No.l8 高台付腕 口径:: (15.3) 回転糸切り後付高台

底径 7.3

H-17住 土師器 器局 ( 4 5) 外面:口縁部横ナデ 砂粒を少量 赤褐色 口縁部~

No.l9 Z霊 口径:(19.2) 内面:口縁部横ナデ 含む 胴上部4/5

H-17住 土師器 器局:( 7.0) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~ カマド

No.20 護 口f圭 (19.0) 横方向へラケズリ む 胴上部1/5

内面.横ナデ

H-17住 土師器 器局:(16.0) 外面・口縁部横ナデ、胴上部 絢砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No.21 警 口径:(17.3) 横方向へラケズリ む 目同部1/5

内面:横ナデ

H-17住 土師器 器局:( 7.7) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.22 斐 口径.: (19.7) 横方向へラケズリ 胴上部1/4

内面ー口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

日 17住 土師器 器局 ( 6 5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 口縁部~

No23 主主 口径:(20.4) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-17住 土師器 器局 (10.9) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 細砂粒を少 赤褐色 口縁部~

No.24 斐 口径.: (2l.8) 定方向へラケズリ 量含む 胴部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-17{:玉 土師器 器高:( 7.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

Nu25 斐 口f圭 (21.3) 横方向へラケズリ む 胴上部1/4

内面:横ナデ
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 j去 目ム口 土 色調 残 存 備 幸J 

造物番号

H-17住 土師器 器局:(15.7) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 赤褐色 口縁部~

No.26 護 口径ー (198) 定方向へラケズリ 合む 胴部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-17住 土師器 器局:( 6.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 口縁部~ 外面一部にス

No.27 斐 口f圭:(18.4) ヘラケズリ 量含む 胴上部1/2 ス付着

内面;口縁部横ナデ、胴部へ カマド

ラナデ

H-17住 土師器 器局:( 4.5) 外面:口縁部横ナデ 砂粒を少量 褐色 口縁部~

No.28 斐 口径:(20.0) 内面 口縁部横ナデ 含む 頚部1/4

H-17住 土師器 器局ー(15.5) 外面ー口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 褐色 口縁部~ 外面にスス付

No.29 斐 口径;: (20.2) 定方向へラケズリ 胴中部1/2 着

内面 白縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

日 17住 土師器 器局:( 5.5) 外面:口縁部横ナデ 砂粒を少量 褐色 口縁部~

N口30 斐 口径:(2l. 0) 内面.口縁部横ナデ 合む 頚部1/4

日 17住 童I 現存長:5.7 鉄製

No31 重量 10.2

H-18住 須恵器 器両 4.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/3 

NO.1 杯 口径 l3.3 回転糸切り

底径・ 5.2 

H-18住 須恵器 器高 3.8 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/3 

No.2 杯 口径 (13.8) 回転糸切り 含む

底径・(6.8) 

H-18住 須 恵、器 器高 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/4 カマド

NO.3 杯 口径・(13.6) 回転糸切り 合む

底径・(7 0) 

H-18住 灰紬陶器 器局 2.4 外 面 回 転 横 ナ デ 徽密 灰白色 1/3 内面全面に粕

No.4 高台付皿 口f圭:(14.2) 表自然

底径ー(7 0) 灰粕

H-18住 土師器 器国J・(5.5) 外面 白縁部横ナデ 細砂粒を少 褐色 口縁部~ 口縁部に指圧

No 5 斐 口f圭:(19.0) 内面 口縁部横ナデ 量含む 胴上部1/4 痕有り

H-18住 土師器 器局 (16.5) 外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 灰褐色 口縁部~ カマド

NO.6 墾 口径 (15.8) 定方向へラケズリ 胴昔日1/6

内面ー口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-18住 土師器 器高:( 7.0) 外面.口縁部横ナデ、胴ヒ部 砂粒を少量 褐色 口縁部~ 外面に叩き痕

No 7 警 口径ー (19.4) 横方向へラケズリ 合む 胴上部1/2 口縁部に指圧

内面:口縁部横ナデ、胴部へ 痕有り

ラナデ

H-18住 土師器 器局 (20.0) 外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 赤褐色 1/2 口縁部に指圧

No.8 斐 口径" 20.4 定方向へラケズリ 含む 痕有り

内面:口縁部横ナデ、胴部へ カマド

ラナデ

H-18住 土師器 器高:(18.5) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 赤褐色 2/3 カマド

No 9 翠 口f圭 19.5 定方向へラケズリ 合む

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 日ムロ 土 色調 残 存 備 茸J壬

遺物番号

H-18住 土師器 器高:( 7.0) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.lO 護 口径:(23 1) 横方向へラケズリ 胴上部1/8

内面 口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-18住 土師器 器両ー(5.0) 外面ー口縁部横ナデ 細砂粒を少 褐色 口縁部~

No11 斐 口f歪 (21.3) 内面:口縁部横ナデ 量含む 頚部1/4

H-18住 土師器 器高 ( 6 5) 外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量 褐色 口縁部~

No.l2 護 口径:(19.3) 定方向へラケズリ 合む 胴上部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-18住 土師器 器局 (11.5) 外面:口縁部横ナデ、胴部横 砂粒を含む にぶい 口縁部2/3 カマド

No.l3 斐 口f圭 19.4 方向へラナデ 燈 胴上部1/8

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-18住 須恵器 器高ー (13.8) 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰色 口縁部~

NO.14 斐 口径:(25.0) 含む 頚部

H-18住 土師器 器高 (23.4) 外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を含む 灰褐色 1/6 カマド

No.l5 主主 口径， : (18.6) 方向へラケズリ

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-18住 万 子 現存長:8.5 

No.l6 刃幅1.0

重量 17.9

日一18t主 刀 子 現存長:8.7 

No.l7 刃幅・ 1.0 

重量 15.4

日 18住 不 明 重量 10.7

No.l8 

H-19住 須恵器 器高 3.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 4/5 

NO.1 河t 口f至 13.1 回転糸切り 含む

底径 7.6

H-19住 須恵器 器高 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 9/10 

N口2 杯 口径 12.6 回転糸切り

底径 7.8

日 19住 須恵器 器局 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 完形

No. 3 珂= 口f圭 13.3 回転糸切り

底径 7.8

H-191主 須恵器 器両 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 

No. 4 好く 口径:(13.8) 回転糸切り 合む

底径 6.2

H-19住 須恵器 器局 3.1 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 完形 内外面一部に

NO.5 杯 口径 12.8 回転糸切り スス付着やや

底径 6.1 粗雑

H-19住 須恵器 器高 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/3 

NO.6 均二 口f圭:(13.2) 回転糸切り後来調整

底径ー(7.4) 

lr19住|須恵器 lh:351一一デ底部 細附~I D(
a5

1
2
/
3 

I ;Z:;~~ NO.7 杯 口径 13.6 回転糸切り む スス付着

底径 6.9

第27表嶺・下原遺跡遺物観察表(17)
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-19住 須恵器 器局 3.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 完形 内面一部にス

No.8 巧て 口径 13.6 回転糸切り 含む ス付着

底径 7.0

H-19住 須恵器 器局 3.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/2 

No.9 杯 口f圭:(13.5) 回転糸切り

底径 7.7

H-19住 須恵器 器局 2.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 内面一部にス

NolO 高台付皿 口{壬・ (12.8) 回転糸切り後付高台 合む ス付着

底径 6.8 

H-19住 須恵器 器高 3.3 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰色 1/2 

Nol1 高台付皿 口径:(13.3) 回転糸切り後付高台 む

底径 7.7 

H-19住 須恵器 器局・ 2.9 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 9/10 

No12 高台付皿 口径 13.3 回転糸切り後付高台

底径 7.6

H-19住 須恵器 器品 6.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/6 内外面一部に

No13 高 台付域 口f圭 14.6 回転糸切り後付高台 スス付着

底径 8.4

H-19住 須恵器 器局 2.5 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰色 1/2 カ7 ド

No14 高台付皿 口径:(12.7) 回転糸切り後付高台 量含む

底径 8.2

H-19住 土師器 器局ー(6.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を合 褐色 口縁部1/2 頚部に指圧痕

No15 斐 口径:(19.3) 様方向へラケズリ む 有り

内面.横ナデ

H-19住 土師器 器局ー (11.0) 外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 暗赤褐 口縁部~ 内外面にスス

No16 斐 口径:(20 9) 定方向へラケズリ 色 胴中部1/4 付着

内面.口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-19住 土師器 器局:(20.0) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 赤褐色 2/3 口縁部に指圧

No17 斐 口f圭 20.2 定方向へラケズリ 痕有り

内面.口縁部横ナデ、胴部へ カマド

ラナデ

H-19住 土師器 器局:( 7 0) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 褐色 口縁部~ カマド

N口18 斐 口径 (22.1) 横方向へラケズリ 合む 胴上部1/2

内面・口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

H-19住 万 子 現存長:9.0 

No19 刃幅・ 1.0 

重量 8.4

H-19住 童T 現存長:8.0 鉄製

No.20 重量・ 16.5

H-19住 鉄 浮 重量 39.6 

No21 

H-19住 釘 現存長:2.5 鉄製

N日22 重量・ 2.8 

H-20住 土師器 器高 6.4 外面ー口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 褐色 2/3 内外面にスス

No 1 珂= 口f歪 17.3 不定方向へラケズリ 付 着 カ マ ド

内面 口縁部横ナデ、体底部

ヘラナデ

第28表嶺・下原遺跡遺物観察表(18)
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遺構名称
器種 i去量(cm)

遺物番号

日 20住 土師器 器国": 5.5 

No.2 均二 口径 13.0

H --20i主 土師器 器局 6.3 

No.3 珂= 口f圭:(14.9) 

H-20住 土師器 器局:(10.0) 

No.4 小型斐 口径:(10.8) 

H-20住 土師器 器品 (50) 

No 5 斐 口径~ : (14.5) 

H-20住 土師器 器局ー (7.5)

No.6 亨l羽笹U 口径， : (17.2) 

H-20住 土師器 器局 (23.8) 

No.7 5!f 口径:(17.3) 

H-21住 須恵器 器局 3.8 

No.1 均二 口径 13.3

底径・ 7.1 

H-21住 土師器 器局:(11.5) 

No.2 斐 口径:(22.3) 

日 21住 土師器 器高・ (25.0)

No.3 E喜 口径 20.3

日 211.王 土師器 器局ー (22.0)

No 4 ~ 口{圭 19.4

H-22住 須恵器 器局 3.3

No.1 珂二 口f圭 12.9

底径 6.8

H-22i主 須恵器 器局 3.8

No 2 杯 口径ー (14.0)

底径 7.0

H-22住 須恵器 器尚 3.5

No 3 杯 口径ー 14.3

底径 8.3

H-22f王 須恵器 器局 4.0 

No 4 珂t 口径:(13 8) 

底径 ( 6.8) 

調 整 技 j去 目台 土

外面 口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量

不定方向へラケズリ 合む

内面放射状へラミガキ

外面 口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む

不定方向へラケズリ

内面 口縁部横ナデ、内面へ

ラミガキ

外面:口縁部横ナデ、胴部横 砂粒を少量

方向へラケズリ 含む

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

外面・口縁部横ナデ 砂粒を含む

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む

に射状文を施す

内面ー口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を多量

方向へラケズリ 含む

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量

回転糸切り 含む

外面.口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量

定方向へラケズリ 含む

内面.口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

外面:口縁部横ナデ、胴部縦 砂粒を含む

方向へラケズリ

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

外面ー口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を少量

定方向へラケズリ 含む

内面 白縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む

回転糸切り

内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む

回転糸切り

内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量

回転糸切り 合む

内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む

回転糸切り

第四表嶺・下原遺跡遺物観察表(19)
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色 調 残 存 備 考

赤褐色 1/2 カマド

赤褐色 1/4 カマド

灰褐色 1/6 外面一部にス

ス付着

赤褐色 口縁部~

胴上部1/8

褐色 口縁部~ 外面一部にス

胴上部1/6 ス付着

指圧痕有り

褐色 1/3 口縁部に注ぎ

口有り

粗雑内外面一

部にスス付着

カマド

灰色 9/10 カマド

褐色 口縁部~ カマド

胴中部1/3

にぶい 2/3 

掻

褐色 1/2 

有り

灰白色 完形

にぶい 2/3 外面一部にス

糧 ス付着

土師質

褐色 4/5 焼むら

にぶい 1/4 底部糸切り作

黄櫨 成後土上乗せ

し回転糸切り

土師質



遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 法 目白 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

H-22i王 須恵器 器局 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 』こ"'"， 1/2 内外面共に焼

No.5 高台付皿 口径:(13.2) 回転糸切り後付高台 燈 むら

底径 7.5 

日 22住 土師器 器両:( 8.2) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No.6 斐 口径 (17.9) 横方向へラケズリ む「 胴上部一部

内面:横ナデ

H-24住 須恵器 器局 3.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 完形 外面にスス付

Nu 1 均て 口f歪 12.5 回転糸切り 着

底径 6.2 

H-24住 須恵器 器品 3.1 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰白色 1/2 

Nu 2 均= 口径 (13.4) 回転糸切り む

底径 7.7

日一24住 須恵器 器局 ( 2 6) 内外国共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰白色 1/3 内外面一部に

No 3 蓋 口?圭:(17.2) 含む 焼むら

撮径・ (7.7)

H-24住 土師器 器局:( 8.5) 外面.口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を合 赤褐色 口縁部一部

Nu 4 主主 口径・ (20.0) 横方向へラケズリ む

内面・横ナデ

H-25i主 須恵器 器高 3.6 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰褐色 4/5 土師質

Nu 1 均L 口径 13.1 回転糸切り 合む カマド

底径 7.7

H-25住 須恵器 器局 3.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 ほぼ完形 カマド

No.2 均t 口径 12.4 回転糸切り

底径・ 6.9 

H← 25{主 須恵器 器局 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰黄色 ヨ/10 焼むら磨滅

Nu 3 巧= 口径・ 13.4 回転糸切り カマド

底径 8.1

日-25住 土師器 器局 10.8 外国.不定方向へラケズリ、 砂粒を少量 赤褐色 1/2 内外面一部に i
No.4 小型台付 口径:(12 8) 脚部横ナデ 合む スス付着

斐 底径 9.0 内面.不定方向へラナデ、脚 カマド

部横ナデ

H-25住 土師器 器品 ( 9.8) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 細砂粒を少 褐色 口縁部~ 台部欠損

Nu 5 小型台付 口径‘ 10.0 定方向へラケズリ 量含む 胴部1/3 内外面一部に|
斐 内面:口縁部横ナデ、胴部へ スス付着

ラナデ カマド

H-25住 土師器 器局:( 5.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 褐色 口縁部~ カマド

No 6 斐 口径 (19.3) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部2/5

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-26住 須恵器 器局 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 9/10 焼むら

No.1 巧て 口f至 13.3 回転糸切り

底径 7.4

H-26住 土師器 器局:( 5.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を少 暗褐色 口縁部~

No.2 Z喜 口f至:(18 4) 横方向へラケズリ 量含む 胴上部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

H-27住 須恵器 器両 3.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 9/10 カマド

No..1 坪 口径 13.5 回転糸切り

底径 7.3

第30表嶺・下原遺跡遺物観察表制
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 j去 目白 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

日 27{王 須恵器 器両 3.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 ほぽ完形 カマド

No 2 珂く 口径・ 12.4 回転糸切り

底径 7.3 

H-27{主 須恵器 器国¥: 3.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰白色 1/5 外面に焼むら

No. 3 杯 口径 (14.0) 回転糸切り 合む 有り

底径:( 8 0) 

H-27住 土師器 器局:( 8.5) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No. 4 斐 口径 (20.4) 横方向へラケズリ む 胴上部1/4

内面:口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

H-27住 土師器 器品:( 7 0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 にず~し当 口縁部~ 口縁部に指圧

No. 5 主主 口径 20.2 横方向へラケズリ む 赤褐色 胴上部一部 痕有り

内面:横ナデ

H-27住 土師器 器局:( 6.3) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~ カ7 ド右側

No. 6 斐 口f圭 (240) 横方向へラケズリ む 胴上部1/10

内面:口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

日 27住 土師器 器両ー(4.5) 外面・口縁部横ナデ 細砂粒を含 に~しミ 口縁部1/5

N口7 主主 口径・ (20.0) 内面 口縁部横ナデ む 赤褐色

H-28i王 須恵器 器問5: 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰白色 1/2 口縁部に焼む

No 1 杯 口径:(14 2) 回転横ナデ 含む ら

底径 8.1 

H-28{主 須恵器 器局 4.2 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を含 灰白色 1/4 

No.2 杯 口径 (13 9) 回転糸切り む

底径:( 7.2) 

H-28住 須恵器 器局 5.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 1/2 

No. 3 高 台付埼 口f圭‘(15.4) 回転糸切り後付高台 含む

底径 8.8 

H-28住 須恵器 器局 5.5 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 2/3 

No. 4 高 台付域 口f圭 14.4 回転糸切り後付高台

底径 ( 7.1) 

H-28i主 須恵器 器高: 5.4 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 3/4 

No. 5 高 台付域 口径o' 15.6 回転糸切り後付高台 含む

底径 8.2

日 28住 須恵器 器局 5.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰白色 1/4 

No.6 高 台付域 口f圭ー (16.6) 回転糸切り後付高台

底径:( 8.1) 

H-28住 須恵器 器局 5.7 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 2/3 

No. 7 高台付腕 口径 15.6 回転糸切り後付高台

底径 8.3

H-28住 須恵器 器局 6.0 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/3 内外面に自然

No.8 高台付域 口f圭 (15.4) 回転糸切り後付高台 灰粕

底径 8.2

H-28{主 土師器 器局・(7 0) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.ヨ 斐 口径:(18 8) 横方向へラケズリ 胴上部一部

内面 口縁部横ナデ

表採 土師器 器高:( 4.6) 外国:口縁部横ナデ、体底部 細砂粒を含 褐色 1/6 外面一部にス

No. 1 珂二 口径 (14 6) へラケズリ む ス付着

内面:横ナデ

第31表嶺・下原遺跡遺物観察表(21)
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遺構名称
器種 法量(cm) 調 整 技 法 目台 土 色調 残 存 備

遺物番号

表採 土師器 器高 3.4 外面 口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 赤褐色 1/4 

No. 2 巧Z 口f圭:(13.5) ヘラケズリ 合む

内面横ナデ

表採 土師器 器高 4.0 外面ー口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 褐色 1/3 

No.3 杯 口E歪:(14.2) へラケズリ 合む

内面ー横ナデ、へラミガキ

表採 土師器 器局 3.2 外面・口縁部横ナデ、体底部 砂粒を少量 権 1/3 

No.4 杯 口f圭:(14 0) 不定方向へラケズリ 合む

内面ー横ナデ

表採 須恵器 器局 3.7 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰色 1/2 

No. 5 杯 口f圭ー (14.0) 回転ヘラ切り 量含む

底径:( 9.4) 

表採 須恵器 器局 4.2 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を少量 灰色 9/10 

No. 6 杯 口径・ 14.0 手持ちへラ切り 含む

底径 9.8 

表採 須恵器 器局・ 4.7 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を合 黄灰色 9/10 墨書土器

No..7 均二 口径 14.6 回転糸切り む

底径 6.3

表採 須恵器 器局 4.3 内外面共に回転横ナデ、底部 砂粒を含む 灰色 1/3 外面灰粕

N日8 高台付杯 口径:(14 0) 回転へラ切り

底径:(10.2) 

表採 須恵器 器局 5.2 内外面共に回転横ナデ、底部 細砂粒を少 灰白色 1/4 

N日9 高台付塊 口f圭:(12.2) 回転糸切り後付高台 量含む

底径:( 7.2) 

表採 須恵器 器高ー(6 2) 内外面共に回転横ナデ 砂粒を少量 灰色 4/5 

No..lO 且芸 口f圭 25.8 つまみ? 含む

表採 土師器 器局:( 5.3) 外国:口縁部横ナデ 砂粒を含む 褐色 口縁部1/3

No.l1 斐 口f圭:(22.8) 内面:口縁部横ナデ

表採 土師器 器高:( 6 5) 外面:口縁部績ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No..l2 斐 口径:(24.3) ヘラケズリ む 胴上部1/6

内面:横ナデ

表採 土師器 器高 ( 6 0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を含む 褐色 口縁部~

No.l3 喜重 口径 (23.1) 不定方向へラケズリ 胴上部1/4

内面:横ナデ

表採 土師器 器高 ( 6.1) 外面:口縁部横ナデ、胴部へ 砂粒を少量 褐色 口縁部~

No.l4 斐 口f圭:(23.2) ラケズリ 含む 胴上部1/12

内面.口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ

表採 土師器 器局 ( 7.5) 外面:口縁部横ナデ、胴部不 砂粒を含む 赤褐色 口縁部~ 内外面一部に

No..l5 甑 口径ー (27.4) 定方向へラケズリ 胴上部1/5 ススイ寸着

内面・横ナデ

表採 土師器 器高:(16.0) 外面:口縁部横ナテ¥胴部斜 砂粒を含む 褐色 口縁部~ 外面にスス付

No..l6 長胴斐 口径.: (29.2) 方向へラケズリ 目阿部1/6 着

内面口縁部横ナデ、胸部へ

ラナデ

表採 土師器 器高:( 3.3) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 砂粒を少量 赤褐色 口縁部~

No..l7 小型婆 口f圭:(12.3) 不定方向へラケズリ 合む 胴上部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴部へ

ラナデ
」

第32表嶺・下原遺跡遺物観察表。2)
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遺構名称
器 種 法量(cm) 調 整 技 法 胎 土 色調 残 存 備 考

遺物番号

表採 土師器 器高:( 5.0) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No.l8 護 口径ー (220) へラケズリ む 胴上部1/4

内面:横ナデ

表採 土師器 器高 ( 6.7) 内外面共に横ナデ 細砂粒を含 赤褐色 口縁部のみ

No.l9 斐 口径~ : (19.8) む 1/3 

表採 土師器 器局 ( 7.3) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No.20 婆 口径~ : (20.4) 横方向へラケズリ む 胴上部1/3

内面 口縁部横ナデ、胴上部

へラナデ

表採 土師器 器局 ( 7 5) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部~

No.21 斐 口径5・ 21. 2 横方向へラケズリ む 胴上部1/2

内面 口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

表採 土師器 器両 (10 5) 外面 口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 褐色 口縁部1/2

No.22 喜重 口f圭:(19.4) 横方向へラケズリ む 胴上部少々

内面 口縁部横ナテ¥胴上部

へラナデ

表採 土師器 器高:( 7 2) 外面:口縁部横ナデ、胴上部 細砂粒を含 赤褐色 口縁部~

No.23 斐 口径:(19.6) 横方向へラケズリ む 胴上部1/3

内面:口縁部横ナデ、胴上部

ヘラナデ

表採 土師器 器局 11.1 外面:口縁部横ナデ、体底部 砂粒を含む 褐色 1/6 外面一部にス

No.24 高 珂て 口f圭:(16.4) へラケズリ ス付着脚部

内面:日音文を施す に指厚痕有り

表採 縄文土器 器局 9.1 穿孔がある 中期

No.25 口径 19.2

表採 鉄 津 重量 87.2

No.26 

表採 万 子 現存長:3.7 

No.27 刃幅1.1

重量 9.3

表採 鉄 津 重量 14.0 

No.28 

第33表嶺・下原遺跡遺物観察表(お)
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VIII 成果と問題点

1 嶺・下原遺跡における古墳時代~奈良・平安時代の土器群の

変遷について

本遺跡は、古墳時代~平安時代の住居祉が存在する。しかし前にも触れたように本遺跡は住居

杜の重複関係がないため、重複関係を基に遺跡内独自に土器の編年を見る事はできない。そのた

め、同じ安中市内で今までに調査された同時代の遺跡の土器資料及び¥群馬県内の当期の土器編

年試案に当てはめ、当遺跡の土器群の変遷過程を観てみたい。

第|段階

この段階は日 20号住居士l上出土の遺物を指標とした。この住居牡からは、土師器の杯、警が出

土しているが遺物は少なく良好な資料が得られなかった。しかし、坪は内稜を持つものや、半球

形のものが主流であることが破片等からも伺える。聾の口縁部に注ぎ口と思われる工夫を施され

たものが出土している。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①内湾する体部に内稜を持ち、口縁部が外折する。②丸底から内湾し、半球形の体部

のものに分かれいずれも内面に放射状のへラミガキを施す。

土師器聾:①胴部が大きく膨らみ、最大径を胴部中位に持つ。②胴部が球形と思われるもの。

第H段階

この段階はH-8号住居牡出土の遺物を指標とした。器種組成は、土師器坪、長胴窒、球胴輩、

小型窒であるが、出土数が少なく明瞭ではない。坪はしぼりぎみの丸底のものが多く、窒は長胴

化が進む。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①口縁部が短く内傾し、底部はしぼりぎみに丸い。②丸底で体部が内湾するものに分

かれ、いずれも口縁部は内外面共に横ナデ、体底部はへラケズリ整形が施される。

土師器聾:①長胴で胴部が僅かに膨らみ、口縁部が強く屈曲し、外面に斜縦位のへラケズリを施

す。②長胴で胴部の膨らみが少なく、口縁部が湾曲し外面に縦位のへラケズリを施す。③胴部が

球状のもの。

第川段階

この段階は、 H-4、H-5号住居牡出土の遺物を指標とした。器種組成は土師器坪、曹、須

恵器坪、高台付端、蓋である。土師器坪は平底化し、聾は短胴化が始まり胴部に横位のへラケズ
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リが施される。また、この段階で須恵器が出現し器種もふえる。

各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:CI:僅かな丸底から浅い体部に至り口縁部が直立気味のもの。②内湾する体部から外反

気味の口縁部に至る。③平底気味の底部から内湾し、口禄部が短く立ち上がり大ぶりなもの。い

ずれも内面にへラミガキ整形が施されたものが多い。

土師器室:口撮部が大きく屈曲し胴部が僅かに膨らむ。

須恵器坪:器肉の厚い底部から直線的に外傾する体部に至り、底部は回転へラギリ、または回転

へラナデが施される。

須恵器高台付塙:直線的に外傾する体部で、断面三角形の高台を付す。

須恵器蓋:水平な天井部から緩やかに内湾し、口縁部に短い返りが付く。

第IV段階

本段階は、 H十 4、日-5、H-13、H-14号住居牡出土の遺物を指標とした。器種組成は土

師器坪、警、甑、鉢、須恵器坪、蓋である。土師器坪の出土数は少なくなり、要は短胴化が進み、

胴部の膨らみも増す。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:平底気味の浅い体部で底部のみへラケズリを施す。

土師器聾:①口禄部が緩やかに外反し胴部中イ立に膨らみを持ち、外面に斜位のへラケズりを施す。

②口縁部が短く立ち上がり、胴部が球形のもの。

土師器甑:大型で最大径を口縁部に持ち、底部は全面穿孔で胴部上位に縦方向、下位に斜方向の

へラケズリが施される。

土師器鉢:口縁部が緩やかに外反し、大型で内面に黒色処理が施される。

須恵器坪:CI:体部は直線的に外傾し底部に削り出し高台を付す。底部は回転へラギリ後へラナデ

を施す。②体部は直線的に外傾し体部下位にへラケズリを施す。③平底から直線的外傾し底部は

回転へラギリ後ナデ調整。

須恵器蓋:①体部は直線的に開き、口縁部が垂直に折れる。②天井部が水平で僅かに内湾しなが

ら聞き、口縁部が垂直に折れる。

第V段階

乙の段階は、 H-ll、H-12、H-15、H-16号住居壮出土の遺物を指標とした。本段階も出

土遺物が少なく明瞭で、ないが、土師器聾の破片が多量に出土している。聾の器肉は薄くなり「コj

の字状への変化が伺える。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①平底から僅かに丸みをもって外傾する体部に至るもの。②底部は器肉が厚く平底で、
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イ本部は直線的に外傾するもの。

土師器聾:①緩やかな「く jの字状口縁のもの。②「コJの字状への変化を示し始めた口縁部の

もの。いずれも胴部上位に横位のへラケズリが施される。

土師器甑:前段階よりも、やや小型化する。

須恵器杯:上げ底気味の底部から①直線的に外傾するもの。②膨らみを持つ体部から外反する口

縁部に至るもの。いずれも底部回転糸きり。

須恵器蓋:器肉が厚く丸みを持つ天井部にぼたん状のつまみを付す。

第VI段階

本段階はH-1，H-12、H-17、H-19、H-21、H-22、H-24、H← 27、H-28号住居

社出土の遺物を指標とした。器種組成は土師器護、台付聾、須恵器郎、高台付端、高台付皿、蓋

である。当遺跡ではこの段階になると土師器坪は見られなくなり、須恵器坪、高台付域が多量に

出土している。土師器警は「コ」の字状口縁で胴部が張り、器肉が薄いものが主流である。各器

種の特徴は次のとおりである。

土師器聾:全体に器肉が薄く口縁部は屈曲が強く「コ」の字状を示し、胴部上位に横位、下位に

斜縦位のへラケズリを施す。

土師器台付聾:小型で「コjの字状口縁を持ち、湾曲気味に開く高台を付す。

須恵器均二:①浅い体部が直線的に聞く。②体部に僅かな丸味を持って聞く。③体部に丸味を持ち

口縁部が外反するものに分かれ、いずれも底部は回転糸切りである。

須恵器高台イ寸境:①直線的に外傾する浅い体部で、断面三角形の低い高台を付す。②丸味を持っ

て開く浅い体部で、断面長方形の高台を付す。③やや丸味を持って聞く体部で、口縁部が外反す

る。いずれも轄轄痕が顕著である。

須恵、器皿:口撮部が水平に聞き断面三角形の高台を付す。

須恵、器蓋:緩やかに湾曲する体部で垂直に折れる口縁部を持つ。

第四段階

この段階はH-1、H-7、H-9、H-18、H← 19、H-22、Hー←24、H← 25、H← 26号住

居牡出土の遺物を指標とした。本段階は器種が少なく土師器聾、須恵器杯、高台イ寸城、高台付皿

が出土している。土師器霊は「コ」の字状口縁が崩れ始め、器肉も厚くなる。須恵器杯は底径が

小さくなる。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器聾:①「コJの字状口縁を残すが、屈曲が弱くなり胴上部の張りも弱い。②「コ」の字状

が崩れ、なだらかに外反する口縁部を持つ。いず、れも器肉は厚い。
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須恵器士不:①底径が小さく直線的に外傾する。②底径が小さく下位に僅かな膨らみを持って外反

する。③浅い体部が丸みを持って外反する。いずれも底部回転糸切り。

須恵器高台付域:底径が小さく体部が直線的に聞き、断面台形の低い高台を付す。

須恵器高台付皿:Q:僅かな膨らみを持った体部が外傾する。②器肉の厚い体部が僅かに膨らみを

持って聞く。

第VIII段階

この段階はH-2、H-3、H-6， H -9， H -18号住居社出土の遺物を指標とした。土師

器の要は、前段階よりもさらに器肉が厚くなり整形も雑になる。須恵器坪も底径が小さくなる。

羽釜や灰粕陶器も加わり、本段階の器種組成は土師器聾、須恵器杯、高台付城、羽釜、聾、灰柚

陶器である。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器聾:崩れた「コJの字状口縁部を持つもの。②短く外反する口縁部のものが有り、全体に

器肉が厚い。

須恵器坪:}童径が小さく浅い体部が丸みを持って、反り気味に開く口縁部に至る。底部は回転糸

切り。

須恵器高台付椀:全体に底径が小さく、①体部が直線的に聞く、~体部下位に丸みを持って反り

気味に聞く、③深めの体部が丸みを持って外反する。

須恵器羽釜:胴部上位に膨らみを持ち断面三角形の鍔が付き、内傾する口縁部に至る。

須恵器斐:全体に器肉が厚く、短く立ち上がる口縁部外面に稜線を持ち聴轄痕が顕著で、ある。

小結

a 各器種別の変遷

前述の様に段階的に変遷した土器の各器種についての変遷を追ってみたい。

土師器坪では、第 I段階では丸底で口縁部が外折する、口縁部が湾曲気味に内傾する坪が、第

II段階では体部が浅い丸底で口縁部が内傾する。第III段階では浅い丸底で直立する口縁部の坪、

平底気味の丸底から外傾する口縁部を持つ坪になる。第IV段階では前段階から始まった平底化が

さらに進み、体部も浅くなり直線的に外傾する口縁部に至る。指頭痕を残す坪が見られるように

なり次第に消滅してゆく。

土師器聾も第 I段階では器肉が厚く胴部に膨らみを持つが、第II段階では口縁部が強く屈曲し

膨らみのない長胴聾が主流になる。第III、第IV段階では「く」の字状の口縁で、胴部に膨らみを

持ち短胴化が進む。へラ調整も縦位から斜位、横位へと変わる。第V段階では「コjの字状への

変化が伺え器肉が薄くなる。第VI段階では完全な「コjの字状になり胴部上位が張る。第四段階
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で既に「コJの字状口縁の退化が始まり、器肉も厚くなる。第四段階になると口縁部が短く外反

し、整形も雑になり次第に退化へと向かう。

須恵器は当遺跡では第III段階で出現する。杯は、器肉の厚い底部から体部が直線的に聞く。底

部は回転へラケズリ、回転へラギリである。第IV段階は、体部下位にへラケズリを施すもの、底

部外縁にケズリ出し高台を付した坪がある。第V段階になると底部は回転糸きりになる。第VI段

階では、底径が比較的小さくなる。出土量も多く、形態にもバラエティーがある。第四、第VIII段

階になると、底径はさらに小さくなり口縁部が外反する。

高台付城、蓋については当遺跡では明瞭な変化を追うことはできなかったが、大型のものから

小型のものへと移っていく様子が伺える。その他の器種については遺物が少なく変化をたどる事

はできなかった。

次に、当遺跡における土師器、須恵器の消長をたどってみると、第 I段階、第II段階では須恵

器はほとんど見られず、土師器が主体である。須恵器は第III段階になってから出現する。第VI段

階で土師器は姿を消し、須恵器が盛行となる。以後、第四段階まで続き器種も増す。第四段階で

は灰柏陶器も見られ、羽釜も出現する。当遺跡では遺物量、器種とも少なく明瞭な変遷をたどる

事はできなかったものの、概ねで坂口一氏の「古墳時代の土器編年」及び坂口一氏、三浦京子氏

の「奈良、平安の土器編年」に添った土器様相の変化を見い出す事ができたであろう。

ただ当遺跡においては、第 I段階と第II段階の聞に長い時間的空間がある。

小結

b実年代の推定

当遺跡においては、住居杜の重複関係は認められなかった。出土遺物も良好な資料と成り得る

ものが少なく、実年代を推定するのは非常に困難である。そこで、ことでは坂口一氏の「古墳時

代の土器の編年J及び坂口一氏、三浦京子氏の「奈良、平安の土器編年Jと対比しながら想定し

てみたい。

第 I段階において、土師器坪、聾の形態が坂口編年「古墳時代後期」の第IV段階(三ッ寺15号)

に相当すると推定され 6世紀前半と考えられる。第II段階においても土師器坪の形態、及び窒の

へラ調整等から同、 VIII、IX段階に対比され、 7世紀後半と考えられる。

第III段階は、内面にミガキの施された土師器坪、頚部の屈曲が明瞭な聾、返り持つ須恵器杯、蓋

等の形態から「奈良、平安の土器編年」のIII、IV段階に対比され、 8世紀前半と考えられる。第

IV段階は、土師器聾、須恵器坪の形態から同、 V、VI段階に対比され8世紀後半と考えられる。

第V段階は、土師器室の「く Jの字状口縁部、須恵器杯、蓋の形態から問、 VIII、IX段階に対比さ

れ、 9世紀前半と推定される。
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第VI段階では、「コjの字状の口縁部を持つ聾、須恵、器高台付皿の形態、から同、 IX段階と対比さ

れ、 9世紀第III四半期と思われる。

第VII段階も土師器室、須恵器高台付城、高台付皿の形態から問、 X段階に対比され、 9世紀第IV

四半期と考えられる。第Vlll段階は、土師器空、須恵器杯、灰粕陶器(光ケ丘 1号窯式)の形態が

向、 XI、XII段階に相当すると推定される。従って10世紀代と考えられる。
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2 時期別の集落変遷について

これまでに土器群の段階変遷について検討してきたが、この結果と住居構造の形態等を留意し

ながら、集落の変遷過程をみてゆきたい。

土器と住居では耐用年数が違い、集落様相の傾向を把握するのには、土器群の段階をいくつか

にまとめて検討する必要があると思われ、次のように集落変遷の時期と土器群の段階を区分した。

そして、各期に振り分けた住居構造の傾向を分析してみた。

また、住居の平面形態分類は新寺地区遺跡群(和田1991)の分類基準に基づき次のとおりとする。

大形正方形 (A形態)、中形正方形 (B形態)、小形態正方形 (C形態)、中形縦長方形(D形態)、

小形縦長方形 (E形態)、中形横長方形 (F形態)、小形横長方形 (G形態)。

第 l期(6世紀)

本時期に相当するのは第 I段階であり、 H-22号住 1軒のみ存在する。本遺跡において最も古

いと思われる住居であるが、本遺跡北東に単独で存在している。住居形態・規模は中形縦長方形

で、カマドは北壁に付設されている。本時期についての傾向は検出された住居が 1軒のみである

ため、把握するのは難しい。

第 2期(7 世紀~8 世紀)

本時期に相当するのは第II、第III、第IV段階であり、 3段階に細分できる。各段階いずれも本

遺跡南西に多く存在している。第II段階は I軒存在するだけであるが、第III段階では 2車干の大型

住居があらわれ、第IV段階では住居戸数が 7軒となる。住居形態・規模については大形正方形、

中形縦長方形、中形縦長方形、中形横長方形に分類され、主軸方向は東方向へと傾きN-680-E

~N-89.50-E の2l.5度の範囲にある。どの住居杜においてもカマドが東壁に付設されている。

また、本時期では 3軒の大形住居に 4墓の主柱穴が規則的に配されている。

第 3期(9世紀)

本時期に相当するのは第V、第VI、第四段階であり、この時期になると第V段階で 5軒、第VI

段階では10軒、第四段階では 9軒に住居数が増加する。この時期は、本遺跡広範囲に渡り住居が

散在している。住居形態・規模については前時期から継続性のみられる住居以外から顕著な小形

化現象が看取される。形態は正方形、縦長方形がそれぞれ存在し、主軸方向はより東方向へと傾

き N-350-E~N-1000-E の65度の範囲にある。

カマドにおいてはすべて東壁に付設されているが、カマドを持たない住居が 5軒検出された。

このカマドをもたない住居は隣接するカマドをもっ住居と従属的な関係があるのではないかと思
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われる。第VI、第四段階における H-22、25、27号住居祉のカマドは煙道が屋外へ長く延び¥構

築材として多量の石材を使用している。

第4期 (10世紀)

本時期に相当するのは第Vlll段階であり、この時期は前時期と比較すると住居数が 6軒に減少す

る。本遺跡南西部に存在するだけである。住居形態・規模については小形縦長方形、小形横長方

形に分類され、主軸方向はN-730

- E~ N -840

- Eの11度の範囲にある。

カマドにおいては東壁南寄りに付設されている。

⑪ 

⑪ 

③ 
1:期

小結

⑪ 

③ 
2J!月

⑪ 

③ 
3期

第57図時期別住居社主軸

⑪ 

③ 
4期

② 

これまでみてきたように、本遺跡は古墳時代~平安時代にかりでの集落が存在していたことが

遺物の段階変遷の分析により想定できる。

住居の構造面をみると大形であった住居が次第に小形化する傾向が認められて、それと共に主

軸方向も北方向から東方向へ傾いていくことがうかがえる。付属施設においては住居の小形化と

共に貯蔵穴がみられなくなり、カマドについては付設位置が壁の中央部から右寄りに変化してい

る。またカマドを持たない住居が増加する傾向がある。

次に集落の規模をみると、上記の分析のとおり各時期に分類される住居数が少ない事がわかる。

つまりこの集落は伝統的に存在していたが、いず、れの時期も規模が 3~4 軒という小さな単位で

構成されている集落であったことがうかがえる。この様な小規模な集落構成しかできない要因の

lつとして、生産基盤の弱さが考えられる。次にその面から本遺跡を見てみたい。

本遺跡の北を流れる九十九川沿岸では、これまでの発掘調査により平安時代の水田遺構が検出

されているが、調査結果から水田耕作が盛んな地域ではあるが、かなり九十九川の氾濫の被害が

あったことが確認されている。また水田が確認されるのは全て左岸で、右岸(本遺跡側)にはまっ

たく確認されていない事から、本遺跡の人間違が安定した生産基盤を確保するためには九十九川

-105-



を渡って行かなければならない事になる。しかし上記したようにかなりの氾濫河川であるため、

橋等の構造物を架け川を渡って行かなければならず、その力が集落にないと仮定した場合、本遺

跡の南側の谷地及び八肥川の小、河川敷き等で水田耕作を行わなければならない事になる。当然経

済基盤は弱く集落規模も限定されるであろう。この様な例は本遺跡の小谷を隔てた南側の榎木畑

遺跡にも見られる。 7 世紀~ll世紀の集落遺跡で\遺跡の立地は本遺跡とほぼ同じ、経済基盤を

求めるとすると遺跡の北側の谷地及び南の八肥川の小河川敷きで、本遺跡と全く同じ状況である。

集落構成も同じように住居牡の重複がなく各時期の住居数も少ない。

以上の様な事から、両遺跡ともあえて水田耕作不良地へ進出した第二次新開集落としての性質

を持つ集落遺跡と言う事が推定されるであろう。
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3 片口状の警について

H-20号住居祉出土の片口状の聾について、以下に若干の考察を加えてみたい。

まずこの聾は先の項で述べたように、第 I段階 6世紀前半に位置する。嶺・下原遺跡の中で当

時期に位置する住居牡はH-20号住居祉のみである。出土遺物はカマド周辺から集中的に出土し

ているが、他の住居牡と比べると出土量は少ない。また、聾の出土も数点で、片口状の警の出土

j土1点のみである。

次に口縁部の形状を細かく観てみたい。

口操部は 6世紀前半の時期の聾として標準的な形態を示し、口唇部に片口を持つ以外特に変

わった部分はない。さて口唇部の片口であるが、第37図の実測図を見たとおり聾全体の大きさか

らみて、小さな片口である。

ここでこの片口について、①単に成形上の失敗②機能を考えての製作。と言う 2つの見解が

考えられると思う。まず①の場合、土器全体からみて片口が小さすぎて実際に機能すると考えに

くいため、単に成形上の失敗と考えられる。②の場合、他にこの様な片口状の口唇部を持つ聾の

類例がないため、この様な成形上の失敗をそのままに土器を作ってしまうと考えにくい事また、

小さいとは言えこの片口でも機能すると考えられる。

次に片口部分の状態を観察すると、口唇部は丸く丁寧に成形されているが、片口部分について

は、口唇部が徐々に平らになり、箆状の工具で押さえて作り出している様に見える。この様に片

口の部分の状態からすると意識的に作り出された可能性が考えられる。では実際にこの程度の小

さな片口が、液体を注ぎ出すときに役に立つかどうかを考えたい。これを考える上で 1番速いの

は実際に聾の中に液体を入れ注いでみる事であろう。斐の中に水を入れ注いで、みた O 結果水は注

ぎ口に集まり、きれいに流れ出た。注ぐ事に対しては十分対応できたのである。考えてみると現

在の私たちの生活の中にも、この聾と似た様な物がある。それはコーヒーのサーバーである。コー

ヒーサーバー内のコーヒーをカップに注ぎ分けるのだが、その注ぎ口はサーバー全体の大きさか

らみて非常に小さい、しかししっかりとその機能を果たしている。この霊は口縁部の形状、口唇

部の形状がコーヒーサ←パーのそれと非常に似ている。

以上のような事から、この聾の片口はその機能を考えた上で意識的に作られた物と考えたい。

また、土師器の警でこの様な片口を持つ物は私の知る限り他に類例がない。単に嶺・下原遺跡の

集落内のある人間の知恵として作られたのか、地域的な特色なのか、今後土師器聾の口唇部を注

意深く観てゆきたい。
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干r-3サ住居枇土Jf'11折間

1-1-3号住居地土間断聞 日-3号住屈・祉迫物出土状況

日-4号住居主1:全:lIk ト[- 4 号住居~Itj二!凶断面
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11-4号u;};i}刈:7)マド

H-4号イ主[.';.tIUJマドニ|二II"H折田 H-4号住民.tll:プJγ ド土問断而

H-4サ住居.tJl:遺物出土状況

H-5乃住問主l全長・ 11-5号住居牡土問断簡



阪In反-4

斗

H-5号住居枇上!円断面 1I-5匂イ主出・拘1:1Jマド

IJ -5サ住府枇遺物IlU二状況 H-6号{主回:.j:lUJマド

H-7号住屈枇全;C: H 7号住居祉土11・'1断面

H-7号住居祉土!凶断面 H 7号住居枇カマド



[;><1版-5

H-8号{主J..1111:全対 H-8号住Ir!H止よ!日断而

Il 8 -lJイ主J~' ÍlI:.t:.附rlfrr(ti 1I -8号住居IJI:7Jマド

11-9号住居J此全対 Jl-9号住居枇土肘断r(ii

H-9号{主同枇造物出土状況 II -10号住居老上全景
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日-10号住居l.il:土1M断前i 日一10-1}住居枇土!日断面

H -10号住居flJ上:カマド H 114ま住肘士11:全景

H-nサ住居tll:J二回断面

H-12サ住居・祉会対 H-12サ住同士ItオJ0断i'trI
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11-12月件:居カi:土l凶断面 Tlー12号住居枇カマド

H-12サ住出社造物出土状況 H-13勾・住居枇令官

H-13サ住居:.J:ti:土問断面 日-13号住居J止上回断回

H-13号住居;.:t.!l::ヵマド H-13号住居枇逃物出上状況
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H -14号住居J.il:全舟

日-]4号住居む1:土1¥・4断!而

J'J - 1 5サ住岡1t~全民

H
J
A岨

H-15号・住居祉遺物出七状況

H - 1 4 号住居l.il:七 h~1断凶i

j-{-14サ住l耐11:カマド

"‘ 

11 -15-1).住民祉逝物出上状削
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II 16号住居1Jl:全民 日-16号住居枇1:11"1断而

日 16月-性問.rll:土!ω断面 Hー16号住居1.Il:カマド

←:;...-..，用電

H-17q件.肘社全m- H-17サ住居;.;11]:土師断面

H 17号住居.1:11:土lけ断面 [j 17匂住居;I1]:}Jマ，... 
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ll-J8-1Jl住肘.111:全長 H 18号住居祉上!同断面

H -181"}住居.lJl:カマド

H 19号{主Jj!}.lll:全対 11-19サ住居tll:よ1I'1断l副

日一19号住居lJl:カマド H -19号住居地造物111土状況
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11-20号住居社全政 )[ 20サ住居jlt仁川断而

1 [ 20ワ住肘枇上/(1断げri T! 20日イ主国:-l止カマド

ト[-2Pま住).!.}J.tt全以 II -2]号住民fll:土/1'1断ifri

日 21 ç;.住J~.枇上肘断面 IJ 21号住居.IJ1:カマド



国 一 高 l H N
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ー 怒 り 砕 聞 拝 枠 連 車 両 国

同 l Nω 叩 { 岡 田 惇 u q 4
 

マエ

ヱ J 4 蜜 豆

炉
? 一 N U ， 中

出 l Nω 唱 砕 ヨ 軍 国
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11 - 24号仙JiI:' .rl~土11'1断面 日-24号住居.rJI.1-.1凶|折田

H -25~Jイtm.rll:~対 H-25号住居.tJ1:上11'1断面

H -25弓イ主肘枇土l回断1m 11 -25~手住居1.Jl:カマド

H-26号([:同社全舟 H-26号住居.tll:上回断面
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H 26号イ主居.l:J1:上f0断耐 H 26号住居1止カマド

日-27サ住肘力1:全対 H-27号住居祉上回断面

H 27号住居111::卜.J1'1断耐 H-27-l}住居I止カマド

H 27号住届枇カマド H 28号住厄-枇全対
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日 -28~J.住居11t土問断耐 H-28号住居枇士!日断l師

1'-1サtlul立柱建物枇 T-2号捌立位組物枇

T-3・1サ制立柱建物社 T-3号掘立住辿物枇

T-4号掘立柱建物祉 T-5号掘立柱辿物枇
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iI.T ， 
， ，rg， 

過 4・， 
JIi 

主
‘a‘t 

J ， .. 

J d 
'1'-61オ制立柱ut物$JI: T-6・75}掘す.柁ti¥物111:

T-7弓銅立住組物JJI: T-4・5・6・7号制立件辿物枇

1'-8号-脳立住組物111: H-lサ住同社作業l!lit)j(

断面史測調査風対 作指風対・



日一1住須恵端杯

H-l{主須恵、器河台付椀

-
H-l住土師器製

f理|

H-1住土師棉割

J-l-2住土師総現

H-l住刻h!.(協杯

日一1住土自10器鶴

-戸一
H-l住 土 師 器 製

日一2住?u也、制日台付椀

一一
1-1-2住土師器部

図版-17

日-1住須h!.¥椋皿

ーーー-司_.._戸ー・

H-l住土師器小型台付襲

~'，γ. 

、‘ーふー回目--ーー_..

H-2住幻聴総高台付椀

H-3住創恵器杯
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H -3 {:E創部制郎 Il-3住須磁器問h付椀 H - 3 住~JlID器荷台付椀

1I - 3 住~U必協同台付椀 H 3{主創恵掛盛 H-3住土師器部

ι個麟》

H-3{七土自n器製 H-3住土師線別 H-4f全土師器町、

H-4住土師協杯 !-I-4住土師船杯 H-4住土師器卸

H-4住土師器杯 H-4住土師器杯 H-4住土師器坪
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1-1-4住土自IIi器郎 H-Ht.土師棉郎 H - 4 住~.n忠端郎

H-4住須恵端部 H-4住須山器坪 H-4住須恵総杯

H-4佳須恵器卸 H-4住須恵鴇郎 H-4住須恵器坪

H-4住須恵器 高台付・椀 H-4住刻恵組問台付椀 1-1-4住泊恵器 高 台 付 椀

H-4イ主創恵器 誼 H-4住沼恵器誼 H-4住須聴器謹
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H-4住劉脳協議

H-4住土師器球胴聾

回

B-4伶七師穂長畑聾

H-4 1:主土師器台付聾

H-4住土師器甑

日-4{主創iM{持政.

H-4住土師船長胴聾

H-4住 土 師 器 甑

l-{-41:主上自li根強

H - 4 住土自In~~ 球IJII~誕

H-4住須m器 惚

" ・・ーー圃園圃圃・ーー田~

H-4住 土 師 拙 聾

日-4{主土師掛 型目

H-4住 土 師 器 班
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II-4住土師出関 H-5住土師掛坪 日-5住土師器珂:

1-1 -5住土師梼邦 H-5住 土 師 器 杯 H-5住 土 師 掛 杯

H-5住土師器坪 H-51:主土師器坪 H-5住調思器卸

日一5住劉恵器部 H-5{主調恵器坪 H-5住須恵器部

H-5住須恵鼎郎 H-5住須)fu(器日台付椀 H-5住須恵器謹
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ーーーー-ーー
H-5住土師器開 H-5住 土 師 器 鉢 H-5住土師線部

H-5住土師器 i! H-5住ヰ師椋甑 H-5{主土師器球胴到

ーーーーー-ーーー

H-6{主Z口忠器杯 H-6住土師器聾 日-6位土師器到

H-6住須恵器羽並 H-7住須恵器坪 H-7住須郡器坪

H-7住銅芯線杯 H-7住須官、器商台付椀 H-7住 土 師 器 到
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H-8住土師器坪 H-8住土師器坪 H-8住土師器杯

H-8住土師器坪 H-8住須恵器坪 日一8住須恵器坪

---H-8住須恵器高台付椀 H-8住土師器小型聾 H-8住土師器小型現

H-8住土師器球胴聾

H-8住土師器長胴聾 H-8住土師器 長嗣聾 H-8住土師器聾
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'_ーーーー
H 8 住よ削船長胴~ TI 8住土師昔日 制

H-9住 須郡掃杯 H -9 {主宰i忠掛杯

H-9住 須恵器杯 1[ - 9 住ゑ~官、器杯

H-9住須山瞬間台付椀 H-9住須邸時間台付椀

-
H-9住土師器製

H-9住 免:nn掛町

H-9住須車、組杯、

日-9住須思器高台付椀

H-9イ主須湿器 小型盈

、『同ー品__.，

}i- 9{主七師骨詩 型
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-‘-園、 -戸-ーー"

H-9住土日市錦 部 H-9住土師椋 ~ 

....__ー一ーーー〆

H-9住土師器 ~ H-9住ニヒ師掃 羽釜 H-ll住土師棉坪

H-ll住土師器杯 H-l1住土師端部 H-12住 土 師 器 坪

H-12住須車器杯 H-12住 須 恵 器 杯 H-12住須恵器 荷台付椀

『 輔- 岨』ーーー・ーー・ー-

H-12住須恵器高台付皿 H-12住創忠綿布台付皿 日-12住土自lIi器製
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L4 
、ー一一『一一・ ーー

福島 時

唖
B置

'曹国

唱F
司ーーーーー一ーーーー←-

H-12住土師器聾 H-12住土師器聾 H-12住土師器聾

」一一一一一一一_-
H-12住土師器聾 H-13住土師器 聾 H-13住土師器聾

H-13住土師器球胴聾 H-14住須恵器坪 H-14住須葱器藷

喧』司~一司圃_，

H-14住土師器聾 H-14住 土 師 器 聾 H-14住土師器聾

H-8住須恵器杯 H-8住須恵器坪 H-8住須恵器卸



H-15住Ju忠鼎均二 H-15住須車線 t午、

H-15住須 車部坪 H-15住須恵器 i喝台付椀

L -ーーーー♂J

H-15住 土師掠剖 H - 15住土日Itî~~ ~型

H-15住土師器部 H-16住須 恵 器 坪

H-17住都恕器坪 H-17住須思器部

図版ー27

H-15住創忠組杯

、、

------

H- 15住須M.~器誼

H-15住土師掛割

H-16住土師器艶

H-17住須官、器坪
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H-17住創油、探杯 H-17住須凶器卸 H - 17住到~溜期杯

H-17性客urr.器杯 H-17住須邸時杯 日一17住釦恵器杯

H-17住街忠器坪 H-17住須聴器杯 H -]7住 創 恵 密 坪

H-17住創建、掛坪 H-17住 須 恵 器 郎 1-I -17住須山部高台付腕

H - 17住~Jl忠器高台付規 H-17住須恵器高台付腕 H-17住須恵器高台付塙



“-一一 ー一ー ーー-

H-17住土師器聾

H-17住土師器聾

司、ー』喝『同ー
『ーーーー一ーー・"ーー-

H-17住土師器型

H-17住 土師器聾

ムぞL

H-18住須恵器坪

図版-29

ー一ーー-

H-17住 土 師 器 聾 日一17住土師器聾

H-17住 土 師 器 聾 H-17住 土 師 鴇 饗

曹司匹
一一ーーー且一塁』一一一一ー--

H-17住 土 師 器 聾 H-17住土師器聾

H-17住 土 師 器 聾 H-17住土師器聾

H-18住 須 恵 器 杯 H-18住須恵器坪
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H-18住灰紬陶器高台付皿 H-18住土師器聾 H-18住土師器饗

H-18住土師器聾

¥ーーーー一一戸/〆 ー.._ーーーーーーー_ .

H-18住土師器饗 H-18住土師器護

H-18住土師器整

、、ー- _ -

H-18住土師器聾 Hー18住土師器饗

j :. .ノ'乙
戸戸/

H-18住土師器聾 H-18住須恵、器聾 H-18住土師器饗
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}-I-19住須磁器 杯 H- 1 9住乱~;[(僻杯 H-19f:主劉忠器杯

H-19住須恵器杯 }-I-19住釘忠世話 杯 J-I -19{:主制忠掛杯

H由 19住釦忠昔話 坪 H-19住 須 恵 鴇 杯 H-19住創建;器邦

H-19{:主須思器高台付皿 H-19住須盟関 高台付皿 H-19住須忠鴇高台付出

H-19住須皆、器開台付皿 H-19住須車部高台付腕 H-19住土師縛塑
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H-19住 土師器関

H-20住 土師器坪

H-20住 土師器坪

H -20fiよ師骨再 現

4・・眠4・・・・園圃・・Il:->;tßIl，~ a・・・・・・Ll・・・・・・・・・・・・・・・・・園田山晶.四訟四

11 19住土ill向性部

H-20住土自IIi締盟

H -20f主土師鴇坪

JT -20住土師器斑

H -19住土r!l向性到

H-20住 土 師 器 組

H-20住土自1ft器小型盟

H-2H主制，也器坪
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-・.圃.町

1:-1-21住止:r，'!i開到

H-22イヒ創恵地 杯 H-21住土臨時3 型 )(-21住土問i器聾

IT -22住創部部坪 H-22住須邸時師 日一22住須恵器町、

「司|
一一ー--

H -22似~~JUI.1組問台付叩 H-22住土師器蝿 H-24住須思器卸

H-24住 須恵穂町 H-24住須恵器盗 日-24住 土 師 器 型
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H-25住須恵器坪
H-25住須恵器坪

--

、『ー____...-
H-25住土師器小型台付饗 H-25住土師器 小型台付聾

-ーー'---
H-26住須恵器杯 H-26住 土 師 器 饗

日-27住須恵器杯 H-27住須恵器杯

ー~一一 一一一一一←ー- ~ -

H-27住土師器聾 日-27住土師器聾

H-25住須恵器耳、

--輔
H-25住土師器聾

H-27住須恵器杯

H-27住土師器饗 .

F司園田園F

臨

麗露ま

H-27住土師器饗
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H-28住 須恵器停 H-28住 須恵器杯 H-28住須恵器 高台付腕

H-28住須恵器高台付腕 H-28住須恵器高台付端 H-28住須恵器高台付域

t三4
H-28住須恵器高台付境 H-28住須恵器高台付境 H-28住土師器聾

表採土師器坪 表採土師器坪 表採土師器杯

表採土師器坪 ・ 表採須恵器坪 表採須恵器 土不
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表採須恵器坪 表採須恵器高台付規 表採須恵器 高台付塊

表採須恵、器蓋 表採土師器饗 表採土師器聾

表採土師器聾 表採土師器長網整 表採土師器甑

過曜事
、-ーーーー-ー

表採土師器長胴襲 表採土師器小型聾 表採土師器聾

表採土師器聾 表採土師器聾 表採土師器饗
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事交保ゴニ師協 鵠 淡保土日lIi出向郎 主健保 持!日文ゴ;様
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H 5住鉄製品 調査医出土の鉄製品
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